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ＪＡバンク 



ＪＡバンク（全国ＪＡ，都道府県信用農業協同組合連合会，農林中央金庫）では，農業と地域社会に貢献

するため，平成22～24年度のＪＡバンク中期戦略に基づき地域密着型金融の推進に取組んでまいりました。 

最近の地域密着型金融の取組事例について取りまとめましたので，ご報告いたします。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 大型農業生産法人及びＴＭＲセンターの設立・運営による生乳増産への取組

みと金融支援         ＪＡ名 ＪＡ東宗谷（北海道） 

１ 動機 

（経緯） 

 当地域も後継者不足や離農などにより酪農家戸数が減少傾向にありますが、当

ＪＡは行政等関係機関と連携した中、地域の酪農振興を目指し、出荷乳量を維持・

増産するため、大型農業生産法人（経産牛 300～600 頭規模）及びＴＭＲセンター

の設立・運営への各種取組み・金融支援を積極的に行っており、出荷乳量の増産

などに実績を上げています。 

２ 概要 （１）大型農業生産法人の設立支援 

  地域における酪農産業の確立を目指すため、核となる農業生産法人の設立・

 育成が必要であると考え、平成１５～２０年にかけて、５戸の大型農業生産法

 人を設立してきました。ＪＡは設立の相談受付や運営支援を行います。 

（２）ＴＭＲセンターの設立支援 

  協業化のメリットを活かし組合員の規模拡大を支援するため、構成員自ら 

 が主体となる５つのＴＭＲセンターの設立支援を行ってきました。 

（３）運営支援の取組み 

 ①規模拡大を支援するＪＡ独自の貸出資金の創設 

 ・Ｈ１７年 規模拡大経営資金（規模拡大等に伴う運転資金） 

 ・Ｈ２０年 農業雇用者宿泊施設資金（雇用者の宿泊施設の建設資金） 

 ②財務基盤強化策としてアグリシードファンドを導入 

 ・創業赤字及び突発的な事故・疾病による被害額へのファンド活用 

 ③地域の酪農振興会との連携による酪農研修生や実習生への支援、新規就農 

  者への支援 

 ④経営管理や金融対策として、ＪＡ・公庫・信連三者による実績点検実施 

３ 成果 

（効果） 

（１）出荷乳量の増加 

  当ＪＡ管内における酪農家戸数が減少している中、出荷乳量は平成２４年 

 ２月末の目標乳量 75,632ｔに対して、実績は 76,900ｔで計画比＋1,268t と 

 なりました。 

（２）大型農業生産法人及びＴＭＲセンター設立の効果 

  ＴＭＲセンターの設立により草地管理や飼料収穫・調製が集約され、個々の

 酪農家の規模拡大が可能となり乳量の増加に繋がりました。また、労働が集約・

 分業化され、休暇の取得が可能となったことや非農業者の雇用を新たに創出す

 るなど、地域雇用の安定化を図ることができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 課題としては、創業赤字の農業生産法人やＴＭＲセンターの経営改善、乳飼比

の改善があげられます。対応策としては、各農家の規模拡大及び新規就農者の受

入を行うことで、ＴＭＲセンターのＴＭＲ販売数量及び売上高増加につながり、

これにより、ＴＭＲの単価引下げも可能となり、各構成員農家の乳飼比削減及び

経営改善も期待できます。 
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地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル 『農業経営振興資金』による緊急支援                 

ＪＡ名 ＪＡ嬬恋村（群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

管内では高原地域の特性を生かしたキャベツの生産が盛んであり、夏秋キャベ

ツの生産量は全国一を誇る産地です。ＪＡでは販売促進企画の展開や消費拡大の

活動を行うなど、消費を促進する努力を行っていますが、24 年産価格は平均価格

を大幅に下回って推移し、単年度の収益悪化が次年度に向けた再生産を困難とす

る状況となりました。このため一時的な資金繰り悪化に対処し、経営安定化を図

るための支援策として「農業経営振興資金」を制定し、農業生産資材の購入等に

対する緊急的な資金対応を行いました。 

資金制定にあたっては、急な要望にもかかわらず管内行政のご理解、ご協力に

より利子補給を頂き、又ＪＡの自助努力と合わせ、低金利による対応が実現でき

ました。 

２ 概要 （目的）天候不順（災害）等により農産物の出荷若しくは価格に影響を受けた農

業者に対して、経営に必要な資金を貸付ける事により、農業経営の安定・振興を

図る事を目的とする。 

（貸付対象者）農業経営を営む個人または法人。（団体を含む） 

（資金使途）農業経営に必要な資金とする。（負債整理は除く） 

（貸付方式）証書貸付とする。 

（貸付期間）５年以内とする。 

（償還方法）元金均等償還（年賦） 

（貸付限度額）１，０００万円以内とし、万円単位とする。 

（貸付利率）ＪＡ所定の金利（農業近代化資金の基準金利と同率とする） 

      但し、嬬恋村より利子補給を受けた場合は、その利子補給率を控除

した利率とする。 

（保証及び担保）(１)群馬県農業信用基金協会の保証(２)定期貯金 

３ 成果 

（効果） 

平成 24 年 11 月から平成 25 年 2 月までの間を申込期間に設定し、資金相談・対

応を行いました。資金対応にあたっては、次年度の営農計画も見据え、農業経営

に計画性をもって取組めるよう融資実行を行いました。 

【実績】貸付先：７９件 貸出金額：４５１百万円 

４ 今後の

予定（課題） 

組合員を守り、地域農業を発展させるため、農業生産・経営に影響を及ぼす事

態が生じた場合は、継続して支援対策に取り組みます。また今回のような緊急的

な対応だけでなく、通常時の資金対応についても、より利便性が高く、利用者ニ

ーズに沿った資金設定を検討します。 

今後とも各関係機関と連携を図りつつ、組合員の期待に応えられるよう取り組

んでまいります。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル エコ関連商品について     ＪＡ名 ＪＡあだち野（埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

 当組合では、農業協同組合の理念「環境・文化・福祉への貢献を通じて、 

安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。」に基づき平成２２年１０月より 

自然環境にやさしい「エコ関連」の融資商品に取り組んでいます。 

 

 

２ 概要 商品名 ：ＪＡリフォームローン（エコ）ＪＡエコカーローン、 

     ＪＡ小口ローン（エコ） 

商品概要：ハイブリット車、電気自動車、太陽光発電設置、高効率給湯器購入 

     省エネ家電の購入等に係る費用の資金。 

貸出利率：ＪＡリフォームローン（エコ） 最大１．００％優遇 

     ＪＡエコカーローン  ＪＡ所定の利率（固定） 

     ＪＡ小口ローン（エコ） 最大１．７００％優遇 

     各保証料     ０．１００％～０．２００％優遇 

貸出期間：ＪＡリフォームローン  １０年６ケ月 

ＪＡエコカーローン    ７年 

ＪＡ小口ローン      ５年 

保証  ：埼玉県農業信用基金協会保証を付保。 

 

※貸出利率の優遇内容は平成 24 年度取組状況です

３ 成果 

（効果） 

 平成２２年１０月より取扱開始、休日ローン相談会、ホームページ等で 

ＰＲ活動等を行い、平成２５年３月末までに計１８件３，４１２万円の貸出 

実績がありました。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も地域や環境への貢献として引き続き多くの組合員に利用して頂けるよ 

う考えていきたいと思います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 鎌ヶ谷市農業災害対策資金・緊急災害対策資金 ＪＡ名 ＪＡとうかつ中央（千葉県） 

１ 動機 

（経緯） 

・平成 22 年夏季高温により、梨（「新高」種）の生育が悪化したことから減収に

よる資金不足を補うため鎌ヶ谷市との間で「鎌ヶ谷市農業災害対策資金」を制

定し､平成 24 年度についても、同資金の取扱いを継続いたしました。 

・また、東日本大震災による緊急災害対策資金についても、被災者支援のため、

平成 24 年度、取扱いを継続いたしました。 

 

 

２ 概要 ・「鎌ヶ谷市農業災害対策資金」は、鎌ヶ谷市とＪＡで農業災害対策資金の取り扱

いを契約し、鎌ヶ谷市とＪＡでそれぞれ利子補給を行い、低金利で融資対応い

たします。 

基準金利３％⇒利子補給率 鎌ヶ谷市２．５％，ＪＡ０．２５％，債務者負担

は０．２５％となっております。 

・東日本大震災による緊急災害対策資金については、震災により被害を受けた農

業者の経営安定に必要な運転資金を融資対応いたします。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・平成 24 年度は、梨の生育が順調で被害なく、農業災害対策資金の申込はありま

せんでした。 

・東日本大震災による緊急災害対策資金についても、被災者からの申込みなく、

平成 24 年 12 月 28 日をもって取扱を終了させていただきました。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・農業災害対策資金については、今後、農業災害が起きた場合には即時対応いた

します。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 千葉市農業後継者対策資金   ＪＡ名  ＪＡ千葉みらい（千葉県） 

１ 動機 

（経緯） 

・昭和 46 年 4 月に農業後継者への支援資金として創設された「千葉市農業後継者

対策資金」（平成 23 年実績 1 件 750 万円）のニーズの増加をはかる為、千葉市

と協議し、借入資格年齢を引上げるなど一部改正をした。 

 

 

 

 

 

２ 概要 ・貸付限度額を 750 万から 1,800 万(貸付額の総額が、貸付限度額に達するまで、

複数回利用可能)に改正。 

・借入資格における年齢を 35 歳以下から 55 歳以下に改正。 

・基準利率を、農業近代化資金から農業経営基盤強化資金に見直しをはかり、引

き続き千葉市の利子補給により利用者は末端利用利率 0%となる。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・2件の利用相談を受付、検討中である。 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・引き続き、行政また担い手対策関係部署と連携し取り組むとともに、渉外担当

者を中心に情報収集を行いＰＲをしていく。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営支援資金の取扱について    ＪＡ名 ＪＡマインズ(東京都) 

１ 動機 

（経緯） 

 当組合では、正組合員およびその農業後継者を対象に、農業を営むために必要

な資金を融資し、経営支援を図ることを目的として平成１９年２月に「農業経営

支援資金」の投入を行いました。 

 

２ 概要  貸出対象者 正組合員および農業後継者 

  対象資金  農業に関連する構築物 

農機具の取得資金及び取得に伴う必要資金  

 貸出限度額 １０万円～２,０００万円 

 貸出期間  農業用構築物/１０年以内 農機具類取得/５年以内 

その他/３年以内 最長１１年(１年の元金据置を含む) 

 貸出利率  スーパー定期貯金(１年・３００万円未満)＋０．４％ 

 保証人   連帯保証人１名(農業後継者または配偶者等)  

 担保    不要(原則徴求しない) 

 

３ 成果 

（効果） 

 指導課とともに連携をとりながら、貯金担保融資商品(担保定期貯金＋０．５％)

よりも低金利な同商品を推進した結果、平成２４年度は５件１,９７０万円の貸出

実績がありました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も地域農業に貢献するため、商品の要項・要領を農業者のニーズを繁栄し

た継続的な商品改良を図り、農業者とともに地域振興に努めます。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク神奈川利子助成の実施     ＪＡ名 ＪＡバンク神奈川（神奈川県） 

１ 動機 

（経緯） 

担い手経営体などの経営体質強化に取り組む農業者を支援するため、神奈川県

下ＪＡから農業資金の融資を受けられた農業者を対象に一定期間の利子助成を行

う「ＪＡバンク神奈川利子助成」を行っております。 

 全国で行っている「ＪＡバンク利子助成」では、農業近代化資金（500 万円以

下）・ＪＡ農機ハウスローン（100 万円未満）は対象外となりますが、神奈川県で

は、借入金額の小さい案件も少なくないため、創設したものです。 

２ 概要  全国で行っている「ＪＡバンク利子助成」の対象外となる、農業近代化資金（500

万円以下）・ＪＡ農機ハウスローン（100 万円未満）のお借入をされた農業者に対

して最大 1％の利子助成を行うものです。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成 24 年度は 17 件、利子助成額 11,358 円（対象貸出金残高 約 900 万円）

の申請があり、申請通り承認しました。 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 助成対象期間平成２４年４月から平成２８年３月までとしており、引き続き利

子助成を行っていきます。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 「ＪＡ農機ハウスローン」 ～農業者応援キャンペーン～   

ＪＡ名 ＪＡバンク神奈川（神奈川県） 

１ 動機 

（経緯） 

 農業専門金融機関として、担い手へのきめ細やかな金融サービスの提供に向け、

ＪＡバンク神奈川一体となって担い手のニーズに応えるため、「ＪＡ農機ハウスロ

ーン」～農業者応援キャンペーン～を実施しました。 

 

 

 

 

 

２ 概要  平成 24 年度は夏（6 月～9 月）と冬（12 月～3 月）の２回、８ヶ月間、通常時

よりも金利・保証料を引き下げるものです。（金利：ＪＡ所定利率（固定）） 

 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 本キャンペーン中の実行実績は夏に 40 件、96,710 千円、冬に 34 件、57,730

千円あり、平成 24 年度全体の実行金額の 63％を占めています。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成 25 年度も平成 24 年度同様に夏（6月～9月）と冬（12 月～3月）の２回、

キャンペーンを実施します。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成２４年豪雪災害等復旧支援資金の創設 

  ＪＡ名 ＪＡバンク新潟県信連（新潟県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成２４年の豪雪災害等により被害を受けた農業者に対し、その復旧等に必要

な資金を融通することにより、経営の早期再建と安定化に資することを目的とし

て「平成２４年豪雪災害等復旧支援資金」を創設いたしました。 

２ 概要 ① 取扱窓口 ：新潟県内のＪＡ 

② 融資対象者：豪雪災害等により直接的・間接的に被害を受けられた農業者。 

（平成２４年の豪雪被害、４月・８月に発生した暴風等による被

害） 

③利子補給  ：融資実行後５年間は、ＪＡグループの利子補給により、実質的

な貸付金利は年０．００％となります。 

３ 成果 

（効果） 

県下２６ＪＡのうち１８ＪＡで利用がありました。 

 平成２４年度実行件数 ２０９件 

 平成２４年度実行金額 ２８７百万円 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成２５年の豪雪および暴風災害等により被害を受けた農業者については、「平

成２５年豪雪災害等復旧支援資金」を創設して対応しています。 

 

    ｢平成２４年地震災害等復旧支援資金」利子補給事務の流れについて

① ② ③

借入申込 利子補給申請 利子補給申請

被 Ｊ 信 対 県  
⑥ ⑤  ④

融資実行 策災 利子補給承認 利子補給承認

(ＪＡ金利支援） 
農 連 本 連Ａ 

⑦ （ ⑧

部業 農
実行報告 実行報告業

（

  

   
 

 

 

者 
翌月 10 日までに 翌月 10 日までに部 中

央

）

(９) (10) 会(11)

貸付実行状況異動報告 貸付実行状況異動報告 ）

繰上償還等 

⑫ ⑭ ⑬
利子補給金請求利子補給金請求

賦課金請求 毎年２月１０日までに 内容精査後、速やかに

⑰ ⑮ ⑯

賦課金 利子補給 利子補給  
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 新資金の創設       ＪＡ名 ＪＡバンク石川（石川県） 

１ 動機 

（経緯） 

借入者の信用力に応じて「過度に保全に依存しない、機動的な運転資金」を融通

することにより、地域の担い手支援を図ることを目的として、「農業アシスト資

金」を創設しました。 

 

２ 概要 資金使途：農業生産および農産物の加工、流通、販売等に必要な運転資金 

（農信基保証） 

対象者 ：認定農業者・集落型経営体（法人・個人大型経営者・集落営農組織等）

貸出期間：1 年 

融資方法：当座性極度貸付 

貸出限度額：年商の 50％と 1,000 万円のいずれか低い額 

 

３ 成果 

（効果） 

25 年度実行へ向けた相談の受付（24 年度第 4四半期に創設） 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

農機フェスタ、農業資金研修等におけるＰＲによる活用増 

 

 

 

＜補足説明欄（スキーム図等を添付）＞ 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 乳牛導入資金           ＪＡ名 ＪＡ信州諏訪（長野県） 

１ 動機 

（経緯） 

酪農経営者の経営維持・拡大を図るため、初妊牛及び経産牛を導入する

資金の貸付並びに貸付利子の助成を行うことにより、乳牛更新時の酪農

経営者負担を軽減し、乳量の確保と経営の安定に資することを目的に資

金を創設しました。 

 

２ 概要 乳牛の更新が計画的にできない酪農経営者が、初妊牛及び経産牛を導入す

る資金として一資金５００万円以内、本資金累計残高１,０００万円以内、

貸出期間は３年以内としてお取扱いしております。 

また、３年間を限度に、組合が利子補給を行っております。営農部門畜産

課は、当該酪農経営者の「酪農事業設計書」を作成し、経営安定のための

指導を行っております。 

 

３ 成果 

（効果） 

貸付先２件、貸出金額４８２万円 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後においても、金融部門、営農部門と連携を強化し、酪農経営者の経営

維持・安定を図るべく資金対応を行っていきます。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル 農業チャレンジ資金            ＪＡ名 ＪＡ京都（京都府）     

１動機 

（経緯） 

地域農業の振興と発展をめざし、農業者等の経営安定や規模拡大のため、農産物の販売・

加工等をはかること、並びに農業者等の生産にかかる異常気象や、自然災害等における

復旧支援を目的とする。 

２概要 農業チャレンジ資金の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸付対象者
・農業を営む個人及び法人 

ただし、農業後継者及び新規就農者については、理事長が適当と認めた
ものとする。 

・法人格を有しない団体で３人以上の組合員で構成されている団体 

※どちらも組合員であること 

資金使途 
農畜産物の生産や販売及び加工に必要な運転資金や施設等設備資金及び、異
常気象や自然災害と要因とする再生支援に必要な資金 

運転資金 500 万円以内／7 年以内／1 年以内 

３成果 

（効果） 

平成２５年３月末実績 

件数 １件 

金額 ０．４百万円 

４主な貸

付対象内

容等 

１．農産物の販路拡大にかかる直販所の整備拡大資金やその運転資金の提供を行う。 

２．農産物の販売促進にかかる加工設備導入等の資金やその運転資金の提供を行う。 

３．異常気象の多発に対応するため、災害復旧支援の資金準備を行う。 

 

施設等設備資金 1000 万円以内／15 年以内(但し、建物・機械は、15
年以内で且つ、法定耐用年数以内とする)／３年以内

限 度 額 ／
貸 付 期 間
／ 
据置期間 災害対策資金 200 万円以内／5 年以内／１年以内 

信連短期プライムレート＋0.5%（変動金利型） 運転資金 貸付利率 

施設等設備資金 信連短期プライムレート（変動金利型） 

信連短期プライムレート－0.5%（固定金利型） 災害対策資金 

償還方法 元金均等若しくは元利均等償還（毎月、半年賦、年賦償還） 

担保・保証 京都府農業信用基金協会の保証を条件とする。また、貸付額や資金使途に
より、保証人・不動産担保の徴求を求めることがある。 

※利息は毎月及び年２回徴収を原則とする。 
  保証料は前納一括支払いを原則とする。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営特別対策資金の対応   ＪＡ名 ＪＡ京都やましろ（京都府）  

１ 動機 

（経緯） 

農業環境の悪化、農産物価格低迷等で、農業経営に深刻な影響を受けておられる

組合員に対し、農業経営の維持安定を図る目的で、低利の運転資金「農業経営資

金（特別対策）」による対応をおこないました。 

２ 概要 農業経営資金（特別対策）の概要 

貸付対象者 ・農業者（貸付時 20 歳以上最終償還時 78 歳未満） 

・前年度農業収入 150 万円（税込）以上の組合員 

資金使途 農業運転資金（燃料費、肥料代、農薬代、資材費、雇用労賃、

動力・光熱費、処理加工代） 

限度額／期間 300 万円以内／3年以内（据置無し） 

貸付金利 ＪＡ所定利率（固定金利） 

返済方法 

担保／保証人 

元金・元利均等返済（年１回、年２回、毎月返済） 

原則無担保・無保証人（京都府農業信用基金協会保証が必要）

保証料 0.5%（貸付時一括先払い） 

※平成25年 7月 1日～平成26年 3月 31日の期間において上記資金で対応する予

定です。（貸付対象者を前年度農業年収 150 万円（税込）以上の組合員とするとと

もに、基金協会保証を付さないプロパー資金や共済担保貸付での対応もおこない

ます）。 

３ 成果 

（効果） 

農業経営資金（特別対策）の実行実績（前々年度まで） 

 22 年度 23 年度 24 年度 累 計 

件数 32 件 40 件 11 件 83 件

金額 6,303 万円 9,068 万円 1,963 万円 17,334 万円

経営環境の厳しいなか低利の運転資金を提供し、農家の農業生産・販売に寄与し

ました。 

４ 今後の

予定（課題） 

地域農業の振興を図るため営農経済部門（ＴＡＣ）との連携を強化することによ

り､農業者の資金ニーズを的確に把握し農業メインバンク機能の強化に努めます。
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク京都農業被害支援利子補給事業  

 ＪＡ名 ＪＡバンク京都信連(京都府)     

１ 動機 

（経緯） 

台風や大雪などの自然災害により、農業被害を受けた農業者等に対するＪＡの

融資に利子補給を行い、金利負担軽減を図ることで農業経営の復興を支援するこ

とを目的としています。 

 

 

 

 

２ 概要 ① 対象資金 

・自然災害により被害を受けた農業用施設等の復旧，改良等に必要な資金と

してＪＡが定めた特別対策資金 

② 利子補給対象資金の貸出限度額 

・個人    ２００万円以内 

・法人・団体 ５００万円以内 

③ 利子補給の対象期間 

・３年以内 

④ 利子補給率 

・年１．０％以内 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

＜利子補給実績（平成２５年３月末）＞ 

 

 利子補給件数 ：２１件（１０，４２７千円） 

 利子補給額 ：９８，９８８円 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

自然災害による農業被害に対しては、今後もＪＡと連携を強化し機動的に資金

面の支援を行い、農業経営の復興をサポートいたします。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手応援営農資金の提供    ＪＡ名 ＪＡたじま  （兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

 ＪＡたじまの担い手支援対策の一環として、資金供給面でのサポートを行う目

的で平成２０年度から取扱を開始した低利融資制度です。 

 農業資材の価格高騰等を受け、担い手農業者・認定農業者・米出荷農家等の営

農を支援するため、営農資金店頭金利から最大 1.00%（注）の金利軽減を行って

います。 

 

（注）最大 1.00%の軽減幅については、金利情勢によって毎月変動  

２ 概要 名称：ＪＡたじま 担い手応援営農資金 

貸出対象者：正組合員である個人 

      農業を営む組合員である法人、正組合員が主たる構成員である団体

＊ 金利軽減の対象者 

個人―各種生産部会員もしくはＪＡたじまに産米出荷を概ね

100 袋以上されている方 

法人・団体―集落営農組合等の法人・団体 

資金使途：農業用機械器具の取得・設備の導入・農業用資材購入・農用地の取得

     ならびに改良・造成・その他農業経営上必要な資金等幅広い資金需要

に対応。 

融資限度額：個人５千万円以内・団体１億円以内（平成 24 年度取扱限度額３億円）

融資期間：15 年以内（資金使途により異なる）       

金  利：固定金利 

３ 成果 

（効果） 

 利用者からは「低利で資金調達出来る」等好評をいただいているほか、融資担

当者・営農（ＴＡＣ）職員・農機センター職員共同の研修・意見交換会が問う資

金の農家への浸透に効果的であったことから、今後のＪＡ内事業間連携の取組に

繋げたいと考えています。 

４ 今後の

予定（課題） 

 担い手農業者等の訪問について、営農部門職員（ＴＡＣ）や支店融資担当職員

による定期訪問を実施し、財務状況や資金ニーズを肌で感じ取ることにより、Ｊ

Ａとしてタイムリーな資金対応を打ち出すことの出来る取組みを強化していくこ

とが今後の課題として考えています。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手支援資金の創設     ＪＡ名 ＪＡ兵庫六甲（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

組合員の世代交代が進むなか、農業資金を利用する際にＪＡだけでなく他行にも並行

して相談するような事例が見受けられるようになってきました。これまでＪＡに優位

性があった農業資金においても次世代の組合員の要望に応え得る体制・商品性等が求

められており、従来の農業資金とは異なる新しい資金を創る必要がありました。 

２ 概要 最高５００万円までの無担保融資かつ低金利での運用を行うことで他行に負けない

商品性を持たせています。また、把握した情報を基に経営相談センターや営農経済事

業部の担当者と組合員とが相談して経営計画を作成することでコンサルティング機

能を発揮し、併せて貸出枠を設定することにより迅速な融資を行うことで、組合員の

信頼を獲得して組合員離れの防止およびＪＡの総合利用に繋げることも目的にして

います。 

３ 成果 

（効果） 

新しい形態の貸付であるため、当面は本店の担当部署を通じた取扱いに限定していま

す。平成２２年度、平成２３年度、平成２５年度に各１件ずつ実績が上がり、今後も

相談に応じて対応していきたいと考えています。 

４ 今後の

予定（課題） 

現在は本店の担当部署が中心となって対応していますが、スキームを定着させること

によって、最終的には各店舗により対応可能な体制づくりを進めたいと考えていま

す。また、組合員満足を徹底するためのフォロー活動や、様々な要望に応え得る職員

のスキルアップも検討しています。 

 

 

①営農相談から資金ニーズを把握 

組合員と経営計画の作成 

②記帳代行                      経営相談ＣＥ 

  組合員と経営計画の作成 

 ③経営計画受けた迅速な融資                  ②                 

  自己査定によるリスク管理             ③        ①  

④ＪＡへの信頼増加 支店 組合員      営農経済事業部 

  他の事業の利用促進                       

                                ④ 

                  

                             各事業部 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 豪雪等被害復興支援資金         ＪＡ名 ＪＡならけん（奈良県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成２５年１月１４日の豪雪等によって農業損害を蒙った組合員に対し、前向

きに経営再建を行うために必要な資金を融資するにあたり、「豪雪等被害復興支援

資金」（アグリマイティ-資金）融資要綱を制定しました。 

 

２ 概要 １．対象者 

 ①組合員 

 ②豪雪等被害に遭った農業者 

２．資金使途 

  豪雪等被害における次の資金を対象とする。 

①農業用施設の再建費用等 

②運転資金 

３．貸付限度額 

  経営再建に必要な額の範囲内とする。 

４．貸付期間 

 ①設備資金７年以内（１年以内の据置期間を含む） 

 ②運転資金３年以内（１年以内の据置期間を含む） 

５．貸付金利 

  ＪＡ所定の利率（固定金利） 

６．担保・保証 

  奈良県農業信用基金協会の保証を付保する。 

※取扱期間は、平成２５年１月２８日から平成２５年６月末日までとする。 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度については、ご相談がありませんでしたが、平成２５年度に入りま

してから、２件のご相談をいただいております。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 被災された方々には、資金面だけでなく人的支援も行い、早期復旧に向けた取

り組みを行っています。 

 今後も、災害発生時には、緊急災害対策資金にすばやく対応し、組合員のご支

援に努めてまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手の経営のライフステージに応じた支援 

 ＪＡ名  JAつやま （岡山県） 

１ 動機 

（経緯） 

当ＪＡ管内でも特に中山間地域においては，農業従事者の高齢化，農業後継者不足

により地域農業の維持が難しく農地の保全管理が大きな問題となっています。 

一方で少数ではありますが，農業生産法人が営農継続を行うことによりこの問題に対

処しようとする動きも現れており，当 JAとしてもこのような営農継続の取組みへの支援が

必要と判断しています。 

 

 

 

２ 概要 ・農地の荒廃を防ぎ，かつ持続・発展可能な農業を目指して営農活動を継続する

成長段階にある農業生産法人を，その成長段階に応じて支援します。 

・ 具体的には，成長段階にある農業生産法人を，関係団体と連携して JA グルー

プ関連ファンドに出資の紹介を行うことで，成長のお手伝いに取組んでいます。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

現在，具体的出資紹介に向けて，対象法人・関係団体と積極的に調整を実施して

います。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

関係団体と連携のうえ，紹介対象となる農業生産法人のニーズに対応してまいり

ます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業法人への金融関係の支援        ＪＡ名 広島中央（広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

農業情勢の変化に伴い、農業の集約化を目的とした農事組合法人の設立が活発と

なってきた。（平成２５年４月現在、３２法人が設立されている。） 

ＪＡとして、営農・経済関係での取引はもちろんのこと金融関係での取引を行う

ことにより、法人との継続した取引を行うことを目的とした金融商品を開発する。

 

 

 

２ 概要 平成１９年２月、当座貸越商品として「担い手営農ローン」を販売し農事組合法

人を中心に推進を行う。 

農業生産資材等の支払いを迅速に行うための運転資金として、法人の経営面積に

応じた極度額（最高１，５００万円）を設定し融資を行う。（融資利率は組合所定

の利率（固定金利）にて対応） 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２５年３月末現在 

 ・契約件数  ５法人 

 ・極度額合計 ３，３７０万円  

 ・残高    １７９万円 

４ 今後の

予定（課題） 

各地区のグリーンセンター（９グリーンセンター）に配属されている営農指導員

が、毎月定期的に法人を訪問しており営農・経済関係の情報収集だけでなく、金

融関係の情報も提供できるよう金融担当部署と連携した対応を行う。また、広島

県信連・基金協会の協力を得て、金融担当（担い手金融リーダー）と未利用先を

中心に訪問し啓蒙活動を行っていく。 

新規に法人を設立される地区においては、営農部所属の担い手支援センター職員

の協力を得て、「担い手営農ローン」について事前に説明を依頼する。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

 

タイトル アグリシードファンドを活用した資本提供の取組み  

ＪＡ名  南すおう（山口県） 

１ 動機 

（経緯） 

農業メインバンク機能強化の観点から農業法人に安定資本調達ニーズに適切に

対応するための資本供与。 

 

 

２ 概要 ・法人名 農事組合法人 柳井ダイヤモンドローズ 

・住 所 山口県柳井市余田 1407－3 

・創 業 平成 5年 

・資本金 12,240 千円 

・主たる作目：花卉（バラ）   

・出資時期 平成 25 年 5 月 

・出資金額 1,000 千円 

３ 成果 

（効果） 

・栽培施設の屋根（シクスライト）の老朽化による張替え。 

・栽培力と生産効率の強化により、生産コストの削減につながり、安定的な収益

の確保へと結びついた。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・投資後の決算書等の確認や決算内容のヒアリングを行い、業況把握に努めると

ともに、相談対応を継続し、リレーションシップ構築を図っていきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業生産法人へのアグリシードファンド提案  

ＪＡ名 ＪＡバンク佐賀（佐賀県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡバンク佐賀では，ＪＡバンクを既にご利用いただいている農業者の方々に

加え，これまでお付き合いの少なかった県内農業法人の皆様に対し，ＪＡバンク

がより一層お役に立ちたいとの思いから，ＪＡ・信連・農林中央金庫が連携して

以下の取組みを実施しております。 

  

２ 概要  佐賀県内でご活躍いただいている農業者・農業法人の皆様に対し，ＪＡ・信連・

農林中央金庫が連携しながら，訪問活動を実践しております。 

 訪問先では，農業資金のＰＲに加え，アグリシードファンド（アグリビジネス

投資育成㈱による資本供与スキーム）等の提案を実施し，農業法人の皆様の経営

体力向上や事業承継に対するニーズにお応えすべく取組みを行っています。 

 

３ 成果 

（効果） 

 アグリシードファンドにつきましては，今般県内第 1 号案件をアグリビジネス

投資育成㈱に対し，紹介実現することができたところです（平成２５年上期に投

資実行済み）。 

また，ＪＡとの関係が疎遠になっていた先に対して訪問することで，普段抱え

ておられるニーズをキャッチしたり，ＪＡに対する期待等を幅広くうかがうこと

ができました。農業資金のＰＲ・アグリシードファンド等についても徐々に浸透

することができていると感じております。 

  

 

４ 今後の

予定（課題） 

 アグリシードファンドについては，既に多くの農業法人の皆様からご興味を持

っていただいており，現在積極的に提案活動を行っております。引き続き，農業

法人への訪問活動を継続し，ＪＡバンクとの関係強化に繋がるよう努めてまいり

ます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成 23/24 年産さとうきび生産農家緊急支援資金の創設   

ＪＡ名 ＪＡおきなわ（沖縄県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成 23 年度に相継いだ台風被害、イネヨトウ等の害虫および冷害等、気象変化

の影響により、本県基幹作物であるさとうきびが大幅な減産となりました。それ

に伴い、経営の維持･安定に支障をきたしたさとうきび農家を支援する目的で、当

資金を創設いたしました。 

２ 概要  資金概要は以下のとおりです。 

【商 品 名】 平成 23/24 年産さとうきび生産農家緊急支援資金 

【資 金 使 途】 農業経営の維持・安定に必要な資金 

【貸付限度額】 ①平成 22/23 年産と平成 23/24 年産のさとうきび年度の販売額

         の差額又は 300 万円のいずれか少ない額 

        ②新規就農者および作付面積拡大・縮小した農家については、

平成 23/24 年期の販売計画に基づく販売額と平成 23/24 年期

のさとうきび年度の販売額の差額又は 300 万円のいずれか少

ない額 

【貸 出 期 間】 ５年以内（うち据置期間１年以内） 

【金 利】 ＪＡ所定利率（固定金利） 

【担保・保証】 担保・保証人は原則不要 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年４月２４日より取り扱いを開始し、平成２５年３月末時点で 

２９７件、２６７，８８０千円の貸出実績となっております。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、災害等により被害を受けた農家組合員の経営安定化に向け、緊急支援

資金の創設等の取組みを行い、支援して参ります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成 24 年台風災害等復旧支援資金の創設   

ＪＡ名 ＪＡおきなわ（沖縄県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成 24 年の台風等の自然災害により、農業経営の維持・安定が困難となった農

業者に対し、緊急的に対応するために必要な資金を融通する目的で、当資金を創

設いたしました。 

 

 

２ 概要  資金概要は以下のとおりです。 

【商 品 名】 平成 24 年台風災害等復旧支援資金 

【資 金 使 途】 台風等の被災により、農業経営の維持・安定が困難な農業者に

対し緊急的に必要な資金 

【貸付限度額】 平成 23 年度の販売実績の 30％または 150 万円のいずれか少な

い額 

【貸 出 期 間】 8 年以内（うち据置期間 3年以内） 

【金 利】 ＪＡ所定利率（固定金利） 

【担保・保証】 担保・保証人は原則不要 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年１０月２４日より取り扱いを開始し、平成２５年３月末時点で 

２５２件、２８４，８２０千円の貸出実績となっております。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、災害等により被害を受けた農家組合員の経営安定化に向け、緊急支援

資金の創設等の取組みを行い、支援して参ります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業メイン強化先への取組      ＪＡ名 ＪＡなすの（栃木県） 

１ 動機 

（経緯） 

 

 農業メインバンクとしての地位堅守、農業者満足度の向上を目的として、メイ

ン強化先との、取引深耕（訪問・コミュニケーション進化等）に取組み、農業者

のニーズを捕捉し多様化する農業者全体への金融対応力の強化を図ります。 

 

２ 概要  

 将来的な地域農業の担い手として関係を再構築・強化すべき農業者について、

ＪＡ未取引先を含め「メイン強化先」と位置付け、ＪＡ内各部署との連携により、

的確にニーズを捕捉し、より専門的・高度な農業金融サービスの提供・相談等を

実施します。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 

 選定したメイン強化先への訪問活動による情報収集、各部署との連携により総

合ＪＡの強みを発揮し、総合的に農業者のニーズに対応して行きます。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 

 規模の拡大、法人化が進む中、制度資金をはじめ、保証協会等との要項・要領

の見直し。また、より専門的な知識の習得が必要なため、農林中央金庫が募集す

る農業トレーニー研修制度へ積極的に参加します。 
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地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル  農業メインバンク機能の強化   ＪＡ名 ＪＡ佐波伊勢崎（群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

農業メイン強化先（ＪＡを利用されている優良顧客 以下「メイン強化先」）は、

高齢化が進行し将来的に規模の縮小や相続を原因とした離農が進んでいます。こ

れに対応するために新規就農者や後継者を育成し、将来のメイン強化先の拡大を

図ることが課題となっています。 

そのためにはメイン強化先を中心とした組合員の農業経営の安定、生産力の向

上と収益力の強化が重要であり、ＪＡとしても農業金融サービスを通じてメイン

強化先との関係強化を図るとともに事業間連携による農業経営サポート体制を構

築することが必要と考えています。 

２ 概要 １．メイン強化先を中心に農業資金ニーズにあった情報提供と取引関係の構築強

化（農業メイン強化先訪問・ニーズの把握） 

２．農業資金ニーズにマッチングした商品、情報提供を的確に実施できる営農指

導や法人融資などの知識を習得した人材を育成（担い手金融リーダー育成） 

３．来る世代交代に備え、営農経営資源を円滑に次世代に移転させるため、遺言

書作成や相続相談体制の確立（審査課と連携し相続相談を実施） 

３ 成果 

（効果） 

・総合事業性を活かした事業間連携で農業経営に関する指導、経営診断、情報提

供等を行う体制を整備し、メイン強化先との関係を強化しました。 

・組合員からの相続相談に対応し次世代へのスムーズな経営資源の移転をサポー

トし、次世代層との関係を強化しました。 

４ 今後の

予定（課題） 

この先も正組合員数は農業者の高齢化と後継者不足で減少が見込まれていま

す。また、農業法人や営農集団への態様の変化は増加しているものの、その構成

員も高齢化が進んでいます。 

一方、農業後継者はＩＴなどによる情報受発信により、ニーズは多様化・専門

化し、ＪＡに対する要求も高度化しています。 

今後も、メイン強化先及びその子弟との信頼関係の構築に努め、農業者ニーズ

に即した農業金融情報の提供や資金調達方法の提案等を支店担当者や信用渉外を

通じて実行します。 
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地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル  訪問活動強化への取組み      ＪＡ名 ＪＡ前橋市（群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成２４年度より農業メイン強化先への訪問を行っており、農業者のサポート、

ニーズの把握、利用率の向上、信頼関係の強化に努めております。 

また、２４年度の訪問活動の取組成果から今後の課題を認識し、次年度に向け

て体制を整備に取り組みました。 

２ 概要 ○平成２４年度は以下の内容で、訪問活動に取り組みました。 

（１）活動目的 

充実した訪問活動・推進活動の実施 

（２）活動内容 

   ３５６先のメイン強化先へ月１回を目標に訪問 

（３）機構・体制 

   各支所内で営農経済担当と金融渉外担当から訪問担当者をそれぞれ選出。

営農と金融が提携・情報共有して訪問活動を実施。 

○平成２５年度へ向けての体制整備 

２４年度の強化先の選定は、売上高や信用取引実績などの過去の数字上での選

定でした。実際に訪問してみると、既に廃業していたり規模を縮小していたり、

数値と実態経営が乖離しているケースが多くありました。結果として、訪問内容

も金融ニーズの喚起よりも、挨拶や現況調査等の簡易的な訪問活動が多くなって

しまったことを踏まえ、次年度へ向けて以下の見直しを行いました。 

（１）訪問先の見直し 

認定農業者や農業法人については業況を踏まえた上で追加し、昨年の３５

６先から３７８先へ拡充しました。 

（２）訪問間隔の見直し 

昨年の一月に１度の訪問から、２５年度は四半期に１度以上の訪問を目標

とし、訪問回数を減少させる代わりに一回の訪問内容の充実を図ります。 

３ 成果 

（効果） 

・訪問先にＪＡ職員の顔を覚えてもらえ、信頼関係を構築することができました。

・相談件数が増加し適時に資金ニーズを把握し対応することができました。 

取組実績：【新規実行 25 件 2 億 1,700 万円】 

・体制整備によりＪＡ内も受け身の体制から攻めの体制へ転じつつあります。 

４ 今後の

予定（課題） 

・挨拶・現況の聞き出しのみに止まらず、金融ニーズを掘り下げ、実績検討会を

通じたニーズや情報共有した連携の強化に向けて取り組みます。 

・支所内での営農と金融の連携に加え、本所職員と支所職員で同行訪問するなど

本支所間での連携を強化します。 

・資金ニーズをクイックレスポンスで対応できるように徹底します。 

・新たな農業法人を開拓します。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 営農経済渉外（ＴＡＣ）の農業融資の取組  ＪＡ名 ＪＡあさか野（埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

○ 次世代への営農活動の円滑な継続を行うため、農業メインバンク機能の強化

を重点取組項目と位置づけ、融資業務に対応できる営農経済渉外（ＴＡＣ）を育

成するとともに金融面でのサポートが必要となります。 

２ 概要 ○ ＪＡ独自資金であるＪＡ農業資金（担い手応援・制度資金）のＰＲにより利

用度の向上を図っています。 

※無担保、融資額 1,000 万円まで、金利はＪＡ所定の金利 等 

○ ＴＡＣ担当者４名に対し、各 30 先の重点推進先を設定して四半期に１度以上

の訪問を義務付けることにより、農業融資のＰＲによる資金需要の発掘に取組

んでいます。 

○ 担い手金融リーダー（融資課長）とＴＡＣ農業融資担当者合同による、ＴＡ

Ｃ農業融資担当者会議を四半期ごとに開催しています。 

○ 訪問実績について検証を行い、次回の活動につなげるべく協議・実践してい

ます。 

３ 成果 

（効果） 

○ 組合員の営農経営について、より深く内容を理解することができるようにな

りました。 

○ 組合員の抱える問題点、ＪＡへの要望等について聞き取りができるようにな

りました。 

○ 認定農業者制度の理解を深めメリットを組合員に伝え、相談できる提案が行

えるようになりました。 

○ 平成 24 年度農業資金実績  17 件 85,010 千円 

４ 今後の

予定（課題） 

○ 引き続き継続訪問を実施し、常に農業資金のＰＲをしていくことで更なる利

用者の拡大を図ります。 

○ 行政と連携した認定農業者の増加を図ることが必要と考えます。 

○ 農業資金利用者だけではなく、営農・経営相談まで幅広く相談活動ができる

ＴＡＣの育成が必要と考えます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ふるさと野菜の直売フェア     ＪＡ名 ＪＡ戸田市（埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

都市型農業協同組合においては、地域の方々に農業協同組合の存在意義・価値を

認識いただくことが困難であることが認められます。 

 そこで地域に根差した農業協同組合・金融機関を広く認知していただくために、

戸田市内生産の地場産野菜の販売と共に、併せて農業融資・住宅ローン・共済・

葬儀の相談会を実施いたしました。 

 また、住宅メーカー様（居宅・事業用物件）、全農様（野菜の販売）、ほか多く

のメーカー様・関連業者様に出店いただきまして、戸田市農業協同組合を普段ご

利用いただいていないお客様にご来店いただきたく企画いたしました。 

２ 概要 イベント名 ： ふるさと野菜の直売フェア 

期  間 ： ①平成 24 年 7 月 7 日（土） 10：00～13：00 

       ②平成 24 年 12 月 15 日（土） 10：00～12：00 

概  要 ： ①地場産農産物販売、ローン・共済・葬儀相談会、 

        お楽しみ抽選会ほか各種コーナー 

       ②地場産農産物販売、ほか各種コーナー 

３ 成果 

（効果） 

集客数 ： ①300 人超（ローン相談者 数名） 

      ②260 人 

       ほか出店業者様への各種相談数件 

 

面前販売することにより、生産者（組合員）様に生産・販売意欲の向上が見ら

れました。 

 また来店のお客様にも地場産農産物として安心感をおぼえていただきました。

４ 今後の

予定（課題） 

 半期に一度、定期的に開催し、戸田市農業協同組合の定番である企画という意

識を利用者に持っていただき、当組合を広く認知いただけるよう活動いたします。

 2 回の開催で集客数・直売農産物の数量把握、お客様のニーズが確認できまし

たので、今後さらに円滑な対応が出来るよう努力いたします。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル：信用部と営農ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰとの連携   ＪＡ名：ＪＡフルーツ山梨（山梨県） 

１ 動機 

（経緯） 

・ 当ＪＡでは，農業後継者不足等により年々耕作放棄地が増加していることか

ら，地域の農業生産維持向上のために農家経営支援を行い，農家生活の向上

を指向するべく，平成 21 年４月に耕作放棄地対策を中心に取扱う「営農サポ

ートセンター」を設置しました。 

２ 概要 ・ 営農サポートセンターでは，専門職員を配置し，（１）耕作放棄地等の防止お

よび再生活動支援，（２）農業機械の貸出，（３）新規就農者のサポート，（４）

農業経営の支援，を中心に業務に取り組んでいます。 

・ また，平成 22 年度からＪＡバンクでは，新規就農希望者を研修生として受け

入れ独立就農に向けた指導を実施する受入農家等への研修費用の助成制度と

なる「ＪＡバンク新規就農応援事業」が創設されました。 

・ かかる事業を受け，信用部では営農サポートセンターとの連携強化を図り，

行政の就農支援制度とあわせてＪＡバンク新規就農者応援事業を活用しなが

ら，研修受入農家等からの営農相談および資金面によるサポートを実施して

います。 

３ 成果 

（効果） 

【営農サポートセンターの実績】 

 23 年度実績 24 年度実績 

農地利用集積円滑化事業による利用

権設定件数（農地貸借のマッチング）
37 件（517a） 30 件（500a） 

農業機械（乗用モア等）貸出事業 422 件 464 件 

耕作放棄地解消補助事業 2 件（23a） 2 件（49a） 

農作業受託事業 68 件（1,497a） 91 件（2,245a） 

 

【ＪＡバンク新規就農応援事業の活用実績】 

22 年度 23 年度 24 年度（※） 

8 件 960 千円 10 件 1,050 千円 14 件 1,390 千円 

（※24 年度については助成金の申請手続き中です。） 

４ 今後の

予定（課題） 

・ 行政等の関係機関と連携を図るとともに，総合事業体としてＪＡが保有して

いる情報・人材・ノウハスを提供しながら，引続き地域の農業の維持・発展

に貢献していきたいです。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手金融リーダーの設置  ＪＡ名  ＪＡ大井川（静岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

 当ＪＡ大井川管内においては、お茶産業が盛んであります。高齢化が急速に 

進んでいる中、担い手とＪＡとの繋がりも薄れつつあり、有数のお茶産地を守る

為に担い手金融部署と農業相談員の必要性が高まり設置いたしました。 

 

 

２ 概要  各基幹支店ごとに、担い手金融リーダーと農業相談員を設置いたしました。 

大規模農家・法人等を中心に、メイン強化定期訪問を実施しており、金融並びに

営農指導の両方の相談に対応しております。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 信用部門・営農部門との連携により、担い手向け金融機能の強化が図られまし

た。メイン強化先への定期訪問により、農業資金等のニーズを迅速に把握する事

ができ、対応を行う事ができました。担い手とＪＡの関係強化が図られました。

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も、担い手とＪＡの関係強化の為に定期訪問を継続します。また、中小規

模農家へも訪問対象を広げていく必要があります。 

本年度は、大規模なお茶の凍霜被害を受けました。訪問を重ねるうちに、運転

資金の融資の話が持ち上がり、災害対策資金融資の受付を開始しております。 

貸付金額は、個人は最高５００万円基準金利は年１．５％ 但し農協の利子補給

を０．７５％として、地方公共団体等の利子補給を受ける場合につきましては、

その相当額をさらに引き下げるものです。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手支援と担い手優遇措置を活用した積極的JA事業の利用推進 

 ＪＡ名  ＪＡ勝英（岡山県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ管内において農業従事者の高齢化，農業後継者不足により地域農業の維持が難

しく農地の保全管理が大きな問題となっています。また，農家の過半数が兼業農家で，

特に稲作を中心とした農家においては高齢化のため機械の設備投資もままならない状

況となっていることから，ＪＡとの繋がりも薄れつつありました。 

よって，積極的に「担い手」の確保・育成，集落営農の組織化への推進に取組み，地

域農業の振興と，ＪＡと「担い手」との関係強化に努めるとともに，「担い手」の農協離れを

食い止めることを目的としています。 

２ 概要 ・大規模経営を目指し，個人経営や組織経営を行う，将来の地域農業の中心とな

る「担い手」の方々へ出向く営農・経済渉外員（ＴＡＣ）を活用した計画的な訪

問活動により，「担い手」のニーズを把握します。 

・担い手支援チーム（営農，経済，信用，総務，共済）を結成し，ＴＡＣからの

情報をもとに関係部署が連携をとりながら，農家の要望に的確に対応すべく「担

い手支援策」・「担い手優遇措置」（※）を実施しています。 

（※）「担い手支援策」・「担い手優遇措置」については，当ＪＡへご照会ください。

３ 成果 

（効果） 

・ＪＡとの関係が疎遠になっていた農家に対し，ＴＡＣ担当者が定期的に農家訪

問することにより，ＪＡが「担い手」と位置づける農家の生の意見が把握でき，

ＪＡとしてどう対応していくべきか，どう農家に提案していけばよいかを検討で

きるようになりました。 

・定期的に担い手支援チームによる会議を開催することで，関係部署間で共通の

課題として位置づけられるようになりました。 

・「担い手優遇措置」の実施により，ＪＡに出荷を始めた「担い手」のＪＡ利用拡大に繋が

り，農家自身も自分が「ＪＡの担い手なんだ」という意識改革が図られ，特に販売物のうち

米の出荷について，全く出荷の無かった大型農家からもＪＡ出荷に繋がりました。 

４ 今後の

予定（課題） 

「担い手」と定める農家と，一般の農家との連携を図り，さらなる担い手の育成

と関係強化に努める予定です。 

 

対象となる担い手の要件 

(1) 個別事業対応農家の選定基準 

ア．個別経営体  

①水稲＋麦＋大豆（黒枝豆を含む）＋小豆（ささげを含む）＋飼料作物＋ 

そば＋なたね（搾油用）の栽培面積        260ａ以上  

②農業生産販売総額                500 万円以上  

③野菜栽培面積 25ａ以上 又は ハウス栽培面積 10ａ以上  
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④果樹栽培面積 50ａ以上 又は ハウス栽培面積 25ａ以上  

⑤花卉栽培面積 25ａ以上 又は ハウス栽培面積 10ａ以上  

⑥ミニライスセンター調製玄米の JA 出荷数量   200 俵以上  

イ．集団組織  

①農業生産法人・集落営農組織（任意組織）  

②JA 園芸生産部会  

(2) 水田・畑作経営所得安定対策（麦・大豆）加入者  

(3) 上記農業者が JA の事業の利用状況が良好であること。 

(4) 上記選定基準を基本とするが，競技により別途選定する場合もある。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 事業間連携の取組み         ＪＡ名 ＪＡうま（愛媛県）      

１ 動機 

（経緯） 

 農業者のニーズ把握とそれに対応するための態勢構築のため、金融部門の知識

の充実及び、営農部門の農業融資の意識付け、また、両部門での協力体制の構築

に取り組みました。 

 

 

 

２ 概要  地域営農指導員の定例会に金融部門からも参画し、情報の共有化や営農指導員

の融資知識（制度資金の簡単な概要の知識程度）の向上を目指していきます。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 地域営農指導員（ＴＡＣ）と金融部門が連携することにより、スピーディーな

情報提供に努めることができ、結果として農業者の農業経営と生活をサポートす

ることが出来ました。 

 

 

 

４ 今後の

予定(課題) 

 両部門の連携は必要であり、平成 25 年度も営農指導員定例会の金融部門からの

出席依頼をしています。これにより、情報の共有化や連携を密にして農家が満足

するような活動を行っていく予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手先への訪問基盤の強化      ＪＡ名 ＪＡ松山市（愛媛県） 

１ 動機 

（経緯） 

近年、六次産業化が注目され始め他金融機関等による農業分野への参入が強ま

る中、担い手（認定農業者・農事組合法人等）との信頼関係を深めるため、昨年

に引き続き営農担当者と連携を図り担い手先への積極的な訪問活動による情報収

集・相談機能の強化に努めました。 

 

２ 概要 当組合では、２０８先の担い手農家を選定し、継続的な訪問活動による情報収

集・相談機能の強化を展開しております。その中で、資金のニーズや相談に対し

て迅速に対応できるように、金融担当者と営農担当者が連携し、情報の共有化に

努めております。 

 

３ 成果 

（効果） 

 このような取組を行った結果、２４年度は農業施設資金や制度資金、短期運転

資金など２８件、金額においては８，１００万円の新規実行を行うことが出来ま

した。 

 

４ 今後の

予定(課題) 

 今後も、更なる担い手（認定農業者・農事組合法人等）との信頼関係を深める

ために、同行訪問・情報交換など営農部門と金融部門の連携を引き続き強化し、

資金ニーズに対して迅速に対応できるよう努めていきたいと思います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 事業間連携による農業者ニーズの把握    ＪＡ名 ＪＡそお鹿児島（鹿児島県） 

１ 動機 

（経緯） 

農業資金ＰＲにおいては機関情報誌等を活用した広報に止まっていました。更に

ＣＳ調査における信用担当者の訪問頻度が全くない状況から出向く体制の確立が

必要となっていました。 

 

２ 概要 金融部門担当と指導部門担当が農業者の資金ニーズの把握と共有を図り、農家の

事業拡大や基盤確立へ向けた資金需要に対応します。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

情報の交換により指導担当者の商品知識が高まり、農家への情報提供や相談機能

が発揮され、資金対応に繋がっています。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

管内担い手農家の全戸訪問と定期的巡回を目指します。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農家経営再建        ＪＡ名 ＪＡあきた白神（秋田県） 

１ 動機 

（経緯） 

農家経営の改善につなげるため，組合員の利息負担を軽減し，農家との関係強化

を図りました。 

 

 

２ 概要 種苗交換会の地元開催に合わせ農業機械関連資金の低金利キャンペーンを実施し

ました。種苗交換会は県内の多数の農業者が集うイベントで，組合員へ取組みを

ＰＲし，多数の相談対応を行いました。 

 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

経営改善が進むことで，ＪＡとの信頼関係が深まった結果，農業資金取扱が増加

基調になるとともに営農経済部門との取引拡大にもつながっています。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

負債整理資金の金利を見直し、さらに農家経営再建を促進します。ＴＡＣシステ

ムを活用し，部門間の情報共有を図っていきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル  経営不振農家支援    ＪＡ名 ＪＡ秋田みなみ（秋田県） 

１ 動機 

（経緯） 

 平成 21 年度の秋田県農業再生委員会（3年間）の発足に伴い，経営不振農家支

援に取組んでいます。経営不振農家を再生させることで，高齢化が進む管内の農

地の受け手としても位置づけています。 

 

 

 

 

 

２ 概要  農業経営負担軽減支援資金をベースに，経営不振農家の負債を借り替えにより

支援しています。経営支援の中で，ＴＡＣを活用し，新規作物導入支援等を営農

部門と連携しつつ提案し，販売強化にも取組んでおります。 

 

 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 平成 21 年度以降，農業再生委員会の案件を含め 10 名について融資実行してい

ます。ＴＡＣの認知度も高まり，部門間連携による農家支援の取組みが増加して

きております。 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 継続的に経営不振の農家支援対策の一つとして位置づけ，平成 25 年度も 5 件の

需要見込みであることを秋田県に要望しています。今後もＴＡＣを中心にスピー

ド感を持って，農家支援のため部門横断的に取組んでいきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

 

農家経営改善対策委員会の活動について  ＪＡ名 ＪＡ大潟村 （秋田県） 

１ 動機 

（経緯） 

 １５ha を経営基盤とした大潟村であっても近年の農業情勢を見ると農業所得

の減少は著しく、こうした現状に耐えられない農家が一部散見されるようになっ

ております。 

 農家経営の弱体化は、ＪＡ経営にも影響を及ぼすことから、こうした農家の経

営を営農技術、経営指導の両面からサポートし、指導方針等については、農家経

営改善対策委員会で協議するとともに、対象農家の経営安定に寄与することを目

的としています。 

２ 概要  農家経営改善対策委員会の構成員は、組合長、専務、常務、総務課長、金融課

長、営農支援課長、経営課長（事務局長）、で、支援対象農家の選定、指導方針等

を協議した後、指導方針を基に栽培技術の指導を営農支援課が現場にて行ってお

り、営農作付及び経営指導を経営課が融資を含めてサポートしています。（農家支

援対策チーム） 

３ 成果 

（効果） 

 貸越口座等の固定化、限度額超過の減少には一定の効果が得られているととも

に、債務者区分の改善、安定的な農家経営が図られてきております。 

４ 今後の

予定（課題） 

 農業政策がめまぐるしく変化する中で、個々の農家に対し経営計画の作成には

苦慮しており、いち早い情報の収集が必要となっています。 

 また、設備資金のタイミングと経営改善資金の融資の見極めが今後の課題にな

ると考えます。 
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地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル 営農再生プラン策定により経営改善を図り、農業経営の継続を希望する農家 

     に対する長期・低金利の資金対応  

ＪＡ名 ＪＡ甘楽富岡（群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

飼料・肥料・燃料等の値上がりの一方で、農畜産物の価格低迷により営農負債

が増加し、農家経営は危機的状況が続いています。 

 このような中、営農再生プラン策定により経営改善を図り、農業経営の継続を

希望する農家に対し長期・低金利の資金として「農業経営支援特別資金」を制定

し、専業農家へ低金利の資金を提供しました。 

２ 概要 （目的）営農再生プランによる農業経営の継続を希望する農家に対し、長期・低

金利の資金を融通すること。 

（貸出の対象者）次の要件に該当する者。 

（１）緊急営農対策資金の貸出先で営農再生プラン適用農家。 

（２）平均払勘定廃止に伴う債務整理対象農家で営農再生プラン適用農家。 

（３）営農再生プラン適用農家。 

（貸出限度額）緊急営農対策資金、平均払勘定、購買未収金の残高を限度額とし、

営農再生プランに基づいて算出した融資実行可能額。 

（貸出期間）１５年以内。 

（貸付形式）証書貸付。 

（償還方法）次の月賦・年賦償還のいずれかとし、利息については月払いのみ。

 （１）元金均等償還（最終回しわ寄せも可） 

 （２）元利均等償還（最終回しわ寄せも可） 

 （３）上記（１）（２）の最終回しわ寄せ額は、担保処分等により償還。 

（貸出利率）変動金利で一般資金利率。但し営農再生プラン適用期間中は、特別

金利で対応。 

（担保及び保証）必要に応じて、物的担保（譲渡担保を含む）及び連帯保証人を

依頼。 

（その他）購買未収金は農協購買品売買基本契約書を締結し極度額設定を行う。

３ 成果 

（効果） 

１．購買未収金の大口取引先に対して証書化を図り、特に畜産農家で大家畜・養

豚経営の償還が困難な借入金を長期・低利の資金に一括で借り換えることによ

り経営の維持と安定を図りました。 

２．畜産経営維持緊急支援資金及び大家畜活性化資金（国の制度資金）に振り替

えることにより組合員農家の返済元利金負担軽減等の経営支援につながりまし

た。 

３．農業経営支援特別資金は平成２５年３月現在で案件数１３件、金額で１４７

百万円の実績となりました。 

４ 今後の

予定（課題） 

１． 資金の円滑な償還促進に努めます。 

２． 組合員農家の経営管理に努めます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 相談業務への取組      ＪＡ名 ＪＡあかし（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

正組合員の中で相続税対策や遺言書作成についての相談業務についてのニーズ

が高まっており、希望者を募って相談会を数年前より実施する様になりました。

 

 

 

２ 概要 ＪＡバンク相談部を招いて定例的な相談会を２か月ごとに開催。 

相談会前には資産状況の変化などについて事前に聞き取りを行なっています。

定例相談だけでなく、新規相談には個別に対応しており、今後も相談件数は増

えていくものと思われます。 

 

３ 成果 

（効果） 

ＪＡバンク兵庫が農中信託銀行の遺言信託代理店として遺言信託に取り組んで

おり、当ＪＡの組合員については７件成約しています。 

また、個別相談において過去に作成した遺言書の内容を見直したいという相談を

受けお手伝いをしました。 

なお、遺言者は健康上の理由から外出が難しいため公証人がご自宅まで出張し

ての再作成となりました。 

遺言者の意向を正確に反映した文面の作成や公証人の出張までの手続きは組合

員単独では難しく、当ＪＡとＪＡバンク相談部でサポートすることで時間はかか

りましたが満足して頂ける結果を得ることが出来ました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

当地域では、農業の傍ら、不動産賃貸事業を経営する組合員もおられ，賃貸事

業の法人化を検討する方も増えてきています。 

専門の税理士と連携した法人設立支援等、都市部のＪＡとして、税務、相続関

係の相談業務を今後も強化し、組合員との絆を強くしてゆく必要があると考えて

います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 地元関係機関と連携したコンサルティング  県名 ＪＡバンク島根（島根県） 

１ 動機 

（経緯） 

・既往借入の償還が困難である貸付先に対し、これまで条件変更を行ってきた。

数回の条件変更を行ったことから、１回毎の償還負担が重くなっており、経営

を存続させるためには抜本的な対応が必要であり、借換を検討することとした。

・ＪＡ系統としても支援したい先であったことから、この検討にあたっては、行

政を含め、経営改善の方向性を探った。 

 

 

 

２ 概要 ・経営改善にあたっては、第 1 段階として、経営を安定させることを趣旨に、「新

規取引先獲得」（商談会への参加）、「新商品開発」等を行い、一定程度の成果を

確認したうえで、ＪＡおよび公庫が金融支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・借換と併せて、機械修繕資金も対応し、製造過程でのロス削減を図ったことか

ら、安定的な農業経営が図られてきている。 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・今後も行政と連携しながら、経営を注視し、サポートしていくことが必要と考

える。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル コンサルティング機能発揮による農業者の経営サポート  

ＪＡ名 ＪＡかみましき（ 熊本県 ） 

１ 動機 

（経緯） 

・当ＪＡでは農業メインバンクの取組みの一環として，農業法人への対応を強化

しています。 

・そうした中，生産物をＪＡ出荷している農業生産法人から冷害による業績悪化

に伴う経営改善の相談があったものです。 

２ 概要 【ＪＡ】 

・業績悪化の主要因である冷害対策として，冷害の少ない農地の造成および苗代

等の資金をＪＡ融資で対応しました。 

・ＪＡ直売所や県経済連による販売支援を実施しました。 

【農林中金】 

・新たに造成する冷害の少ない農地への肥料代等の運転資金をアグリシードファ

ンドにて対応しました。当社の信用力の向上にも寄与しています。 

【県】 

・標高の低い土地は県のサポートにより低額での賃貸を実現しました。 

⇒ＪＡ・農林中金が連携のうえ，抜本的な経営改善対策を生産者と協議・経営改

善計画を策定し，資金対応を実施しました。 

３ 成果 

（効果） 

・当社はＪＡ融資・アグリシードファンドによる資金支援を受けながら，抜本的

な経営改善策に取り組んでいることが他行からも評価され，今後の経営改善の見

通しが立ちました。 

・後継者の就農意欲を維持させることができ，貴重な担い手の経営存続を図るこ

とができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

・造成した農地の作物は順調に成長していますが，収穫までは数年かかる見込で

あり，生育状況を確認していく必要があります。 

・栽培指導，経営指導等を行い，計画通りに経営改善が実現できるようにサポー

トしてまいります。 

 

 

 

 
＜農林中金＞ 

・アグリシードファン

ドを対応。 

・財務改善による信用

力の向上にも貢献。 

＜ＪＡ＞ 

・造成した農地にかか

る初期運転資金を融

資。 

・販売支援を実施。 

＜農業生産法人＞ 

・冷害により経営悪化 

 

 （対策） 

・冷害の少ない農地を造成
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 経営不振先に対するコンサルティング機能の発揮  

ＪＡ名 ＪＡさつま日置（鹿児島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 飼料費の値上がりや畜産物の価格低迷により農家負債が増加し，経営状況が思

わしくない農家が増加しています。このような中，経営の継続を希望する農家に

対し経営指導を行い，経営の安定化を図るために取り組んでいます。 

 

２ 概要 畜産特別資金の借入先について，定期的な検討会を開催し，経営改善計画の進捗

状況確認を行い，計画達成に向けた課題点の抽出を行っています。 

抽出された課題に対するソリューションを提示し，経営者の意識改革を図るとと

もに，経営の向上を目指すものです。 

 

３ 成果 

（効果） 

 経営改善計画に基づく指導により，一部の農家においては農家負債も減少し，

一定の効果が見受けられています。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も継続した取り組みを実施し，経営改善計画の達成を図ることにより，農

家経営の安定化を図ってまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 負債農家に対する個別カウンセリング及び経営改善指導業務  

 ＪＡ名 ＪＡ肝付吾平町（鹿児島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 負債整理資金等を融資したものの、経営が好転しない担い手農家がいることか

ら、経営不振農家に対して技術指導と経営指導を実施することで経営の向上を目

指すために取組みを開始しました。 

 

２ 概要 毎月開催する担い手プロジェクト会議において、農家とのカウンセリング結果

等の活動報告と協議検討を行なっています。 

 

３ 成果 

（効果） 

 購買未収金等の負債額が減少する傾向にはありますが、経営が好転するまでに

は長期間を要しています。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 経営改善資金計画の見直し計画策定と、継続的個別指導の実施で奥深くまで入

り込み経費等の無駄等の課題を抽出し抜本的な経営指導を実施します。 

 農家の意識改革を行ない、経営実態を把握させ負債に対する責任感、危機意識

を高めます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 東北復興商談会の開催    ＪＡ名 ＪＡバンク宮城（宮城県） 

１ 動機 

（経緯） 

 東日本大震災から 2 年が経過した今日においても，農業，水産業ともに復旧・

復興の途上であり，震災復興の足取りをより確かなものにするため，販売面の支

援を図ることが重要だと認識し，ＪＡ全農県本部等と連携し，系統主催の復興商

談会を開催しました。 

 本復興商談会は，東北地区の地域商談会としては，昨年度実施した「ＪＡグル

ープ宮城復興商談会」に引き続き 2 回目の開催となりました。 

 

２ 概要 ○開催日・場所 

 平成 25 年 3 月 14 日（木） 宮城県仙台市「江陽グランドホテル」 

○参加団体 

（セラー団体） 

 東北 6 県のＪＡ，農業法人，ＪＦ，水産加工会社等，計 51 団体 

（バイヤー企業） 

 首都圏・仙台圏の流通・小売業，食品製造業，ホテル，飲食業等，計 44 団体 

○商談形式 

 効率的な商談，より多くの商談成立を目指し，セラー団体およびバイヤー団体

から事前に商談ニーズのヒアリングを実施しました。1 商談 30 分として，1 セラ

ー団体あたり最大 7 商談を設定しました。 

 

３ 成果 

（効果） 

○商談実績 

 商談件数（合計）：250 件 

  うち商 談 案 件： 12 件 

    商談継続案件：203 件 ※平成 25 年 3 月末時点 

 参加したセラー団体からは，「バイヤー企業から商品へのアドバイス等の逆提案

をいただいた」，「今後成約しそうな案件もあり，販路拡大につながることが期待

できる」等の意見が寄せられ，ご満足していただけたと認識しています。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 引き続き，被災地域のＪＡグループが一体となって，地場産品の販路開拓・拡

大，6 次産業化に取組み，東北地方の農林水産業はじめ地域産業の一日も早い復

興につなげていきたいと考えています。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル  ６次産業化への取組み       ＪＡ名 ＪＡたむら（福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 当管内は一部東京電力第一原発から２０キロ圏内に位置し、未だに農産物等へ

の風評被害から脱しきれない状況であります。そのような中、平成２３年１１月

に発足いたしました６次化実践塾のその後の活動について報告いたします。 

 

２ 概要  平成２４年度は、福島大学の支援を得て地元の特産品であるピーマンとトマト

を利用した商品化を模索し、マーケティングの研究を行ないました。 

 また、長野県（おやき）や東京において開催された全国の６次化商品の視察研

修を行ないました。 

 

３ 成果 

（効果） 

 平成２４年度は、地元の特産品であるピーマンとトマトを利用して、実際に商

品の開発を行いました。具体的にはピーマンの粉末を練りこんだ生地で作るピザ

と、トマトの粉末を練りこんだうどんの試作品を、ＪＡまつりにおいて来場者に

試食いただき好評を得ました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成２５年度は更に改良を図り、ＪＡ直売所（ふぁせるたむら）において販売

する予定となっています。 

 今後、当初の目的である地元の｢農・商・工のコアコンピタンスの結集｣と｢地域

の活性化｣を図り、必要であれば、新たな資金ニーズへの対応へとつなげてまいり

ます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 北陸商談会の開催     ＪＡ名 ＪＡバンク富山（富山県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ・農業生産者等の販売力強化ニーズや，地域の農産物・加工品等のブランド

強化によるＪＡ・農業生産者等の満足度向上を図るため，北陸３県のＪＡ・農業

生産者等を対象として商談会を開催し，農産物・加工品等の商談や情報交換の場

を提供するなどビジネスマッチングの支援に取り組みました。 

２ 概要 ○タイトル    「ＪＡグループ・ＪＦグループ北陸商談会」 

○開催日・場所   平成２４年１２月６日（木） 石川県金沢市 

○参加団体 

 売り手側は，主に北陸３県（富山・石川・福井）の農産物・海産物およびその

加工品を取り扱うＪＡ・経済連・全農（子会社含む），農業生産者，農業法人，Ｊ

Ｆ（漁協）等，計３６団体の皆様にご参加いただきました。買い手側は，地元及

び首都圏・東海・関西地区のスーパー，食品加工，ホテル，食品卸等，計３２団

体の皆様にご参加いただきました。 

○商談形式 

 売り手側と買い手側に対して，事前に商談の意向や関心のある出品物を確認さ

せていただき，双方のニーズが合致すれば当日に具体的な商談を行う「事前マッ

チング方式」により実施いたしました。 

○その他 

 商談会に合わせ，販路拡大をテーマとしたセミナーを実施し，多数のご参加を

いただきました。 

３ 成果 

（効果） 

 本商談会は，ＪＦ（漁協）の方にもご参加いただくなど系統組織らしい商談会

となったほか，生産現場に近い，地方開催であることから，買い手の皆様には北

陸の農林水産物の再発見を，売り手の皆様には北陸からの食材の提案を行うとい

う形で，より深い商談を行っていただくことができました。また，行政・系統関

係者の皆様にも視察のため多数ご来場いただきました。 

４ 今後の

予定（課題） 

ＪＡ・農業生産者等の方々のニーズを踏まえ，平成２５年度も，より一層参加

者の満足度向上を目指した商談会を企画する予定です。 

 こうした取組みをはじめとして，引き続きＪＡ・農業生産者等の農商工連携の

取組みを支援してまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル なら産彩 拡大推進事業マッチング商談会 

                        ＪＡ名 ＪＡならけん(奈良県)     

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡならけんでは、地域農業のメインバンクとして地域農業の担い手である農

業法人を特にメイン強化先として訪問活動を実施し、各種経営ニーズに積極的に

対応しているところです。 

 今回、県産農産物等の更なる流通促進を目指して、奈良県として初めて開催さ

れる県産農産物等を対象とした商談会に参画しました。 

 商談会には融資部署だけでなく、事業間連携の取り組みの中で経済事業からセ

ラーとして参加し、大和野菜の「大和丸なす」をＰＲいたしました。 

 

２ 概要 ○日時 平成２５年３月５日（火）９:１５～１７:００ 

○場所 ホテル モントレ ラ・スール大阪  大阪市中央区城見 

○プログラム 

 ・ ９：１５  受付開始 

 ・１０：００  バイヤー向け説明会 

 ・１０：１５  商品品評会 

 ・１１：００  商談会 

 ・１３：００  休憩 

 ・１４：００  商談会・名刺交換会 

○参加団体 

 ・セラー  ＪＡならけん他奈良県内を中心に計２０団体 

 ・バイヤー 関西の百貨店、スーパー、ホテル等計１９団体 

 

３ 成果 

（効果） 

 奈良県の特産物である柿や大和茶、大和野菜はもとより、伝統農産物を加工し

たこだわりの商品をバイヤーの皆様に知っていただきました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も引き続き、農業法人の６次産業化への支援を行いつつ、共に奈良の農業

活性化に貢献できるよう取り組んでまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ビジネスマッチングの取組み    ＪＡ名  愛媛県信連（愛媛県） 

１ 動機 

（経緯） 

農商工連携事業としての商談会は、近年様々な業態で開催されております。 

ＪＡバンクとしても九州や北陸地区など各地で開催されており、四国においては

高知県が先行して開催しました。 

このような状況の中、愛媛県としても開催する意義があると考え、ＪＡバンク

えひめ(ＪＡ・信連)として開催することといたしました。 

 

２ 概要 平成 25 年 1 月 23 日、「えひめの恵み 食の商談会」と銘打ち、県内初の商談会

を開催し、試食・試飲を中心とした見本市形態にて実施しました。 

地産地消をテーマに「安全で安心な えひめの恵みを地域の皆様へ」をコンセ

プトに新鮮でおいしい農畜産物や加工品など、ＪＡならではの特産品を愛媛県全

域から持ち寄り、多くの方々にご参加いただきました。 

 

３ 成果 

（効果） 

＜動員数＞ 

来場者（バイヤー：約 370 名）、出展団体（セラー：約 200 名）、その他関係者

含め総勢 700 名を超える参加がありました。 

 

なお、成約状況は以下のとおり（平成 25 年 4月末現在） 

 成約件数 ：15 件（うちＪＡグループ 5 件） 

 商談中件数：32 件（うちＪＡグループ 8 件） 

 

４ 今後の

予定（課題） 

平成 24 年度は、地産地消をコンセプトに実施しましたが、今年度は地産外商を

コンセプトに四国４県のＪＡバンクが合同で平成 26 年 1 月 22 日、東京交通会館

にて「ＪＡバンク四国商談会」を開催する予定としております。 

 商談方式は、事前予約商談方式及び当日自由商談により開催し、四国の農水産

品等の販路拡大の機会の提供及び６次産業化の促進を図ることとしております。
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ビジネスマッチングを通じた生産者と関係業者を繋げる取組み 

ＪＡ名 ＪＡやつしろ（ 熊本県 ） 

１ 動機 

（経緯） 

・当ＪＡでは，農業メインバンク機能強化の一環として，農林中金とともに管内

農業法人訪問を定期的に行い，資金需要・販路拡大等ニーズ把握に努めています。

・そのような訪問活動により，養蜂業を営む農業法人が，交配用蜂の販路拡大の

ため他県（3 県）のＪＡ系統団体を紹介してほしいというニーズを捕捉すること

ができました。 

 

２ 概要 ・農家の高齢化が進む中，農家の労力軽減および効率的な受粉が可能となること

による栽培面積の拡大促進等，交配用蜂の果たす役割は大きく，県内のみならず

交配用蜂の需要が見込まれる他県（3 県）への販路拡大支援依頼を当社より受け

ました。 

・農林中金を通じてＪＡ系統団体（3 県）へ面談にかかる調整を行い了承された

ことから，当社とＪＡ系統団体（3 県）による面談が実現しました。 

 

３ 成果 

（効果） 

・面談を行ったＪＡ系統団体（3県）のうち，1団体成約，1団体契約締結手続中，

その他 1 団体は将来的に成約に向けて前向きに検討するとの回答を得たことか

ら，当社の要望に応える結果となりました。 

・ビジネスマッチングを実現するとともに，当社の経営基盤強化に資する取組み

ができました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・当社における規模拡大に伴う販路拡大が実現したことにより，設備投資による

資金需要等発生する可能性があることから，継続した訪問活動を行うことにより，

ニーズ把握に引続き努めてまいります。 

 

 

 
＜農業法人＞ 

交配用蜂の規模拡大によ

る販路拡大ニーズ 

1 団体成約 面談実施 

＜ＪＡ系統団体 3団体＞

交配用蜂の安定的な供給ニ

ーズ 

 

 

１ 報告依頼の趣旨 

  

 

 

 

 

 

＜ＪＡ・農林中金＞ 

・管内農業法人訪問（農林

中金同行）。 

・農業法人より販路拡大支

援依頼を受け，ビジネスマ

ッチング設営（ＪＡ系統団

体の紹介）。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 行政・系統が一体となった空知ワイン振興への取組み 

                     ＪＡ名 ＪＡいわみざわ（北海道） 

１ 動機 

（経緯） 

岩見沢市周辺では、ワイン用ブドウ栽培および醸造に係る歴史は比較的浅いです

が、新規参入が増加しています。ＪＡは地区の農業振興の立場から、地場のワイ

ンを中核とした地域の活性化に向けて、行政及び系統金融機関も含め一体となり

資金面を含めた新規就農者支援等を行っています。 

２ 概要 （１）ＪＡの醸造用ブドウ生産農家に対する支援内容 

  ①経営計画策定に係る支援、系統資金供給に係る窓口 

  ②資金借入にかかる必要手続等の実務支援 

  ③法人設立にかかる支援や相談 

  ④新規就農時の研修実施窓口 

  ⑤肥料・農薬等の農業関係資材の供給 

  ⑥Ａコープ、インターネットストアを経由した岩見沢ワインの販売 

（２）地元行政の醸造用ブドウ生産農家に対する支援内容 

 ・空知総合振興局 

  ①ぶどう栽培、ワイン栽培、販売拡大等に関する総合的な支援窓口 

  ②補助事業（農業主導型６次産業化整備事業等）の相談 

 ・岩見沢市 

  ①ワイナリー建設地の斡旋、施設購入にあたっての物件紹介等 

  ②新規就農に係る各種手続の支援 

３ 成果 

（効果） 

（１）著名な外国人醸造家の新規就農、ワイナリー建設に際し、初期段階より各

  支援体制により相談・支援を継続し、資金対応に至っています。 

  ・信連、日本公庫によるワイナリー設備資金の協調融資 

  ・農林中金による運転資金対応、アグリシードファンドの対応   

（２）ぶどう栽培の新規参入増加による中山間地域農地の有効活用 

（３）空知ワインの知名度向上による地域活性化 

４ 今後の

予定（課題） 

・支援済みのワイナリーに対する継続的なフォロー、取引の深耕。 

・ブドウ栽培農家に対する営農面、金融面の相談ノウハウの蓄積。 

・地区の新規就農ワイン農家に対する支援。 

・継続した行政との連携による６次産業化等への発展。 

 

＜参考＞当地区のブドウ生産、ワイン醸造に係る現状 

  ・ワイナリー ：  ３軒（山崎、宝水、１０Ｒ） 

  ・ブドウ生産者：  加工用 １７軒（毛陽、三笠、栗沢地区） 

            生食用  ５軒（毛陽地区） 

 ※ＪＡいわみざわの新規就農者数（Ｈ１９年度以降）８軒の内、４軒がワイン（ぶどう）関係 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 地域との連携による新規就農支援    ＪＡ名 ＪＡ伊豆の国（静岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域農業の担い手の減少と高齢化により、地域農業が年々疲弊していく中で、こ

れからの地域農業を支える担い手の育成・支援が、最も重要な役割として位置づ

けられます。生産者、行政、ＪＡが一体となって、地域農業の担い手となる人材

の育成と支援を図るべく取り組んでおります。 

 

 

 

２ 概要 ・ＪＡ伊豆の国管内における、高い技術と指導力を持った熟練農業者の下で、１

年間から２年間の研修を行っていただき、農業経営者として経営理念の確立と

栽培の基礎知識を習得していただきます。 

・ＪＡとして次のとおり支援を行います。 

 就農計画の作成、制度資金借入手続、栽培農地の斡旋、栽培施設・設備取得、

巡回指導、各関係機関との連携・調整等 

・ＪＡ伊豆の国ニューファーマー地域連絡会を設立し、研修受入農家、行政、

ＪＡとが連携し、多方面から新規就農者を支援。毎年一回、意見交換会を開催

し、就農後の経験談や日々の問題を話し合い、一緒に解決策を探り、地域全体

で情報を共有する場となっております。 

 

３ 成果 

（効果） 

・平成２４年度は８名の研修生を受け入れ、うち５名は既に就農しております。

 ３名については、今後随時就農予定となっております。その結果、今までに新

規で就農した者は４８名となり、全国でも有数な育成先進地となっております。

・ＪＡ伊豆の国果菜委員会ミニトマト部会は、地域と連携し新規就農者の育成・

支援をし、その栽培技術と生産力が高く評価され、第 42 回日本農業賞・大賞を

受賞しました。 

・新規就農者の増加とともに、作物の収穫作業などを担う人材が必要になり、地

 域雇用の新たな創出にも貢献しているほか、新規就農者とその家族の増加は地

 域の人口増加にも寄与しております。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も継続した取り組みを進め、地域農業の発展と地域全体の活性化に貢献して

いくよう、ＪＡの役割と責任を認識し遂行してまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 新規就農者・後継者向け教育施設での講師対応    

ＪＡ名 ＪＡ鹿児島県信連（鹿児島） 

１ 動機 

（経緯） 

 これからの鹿児島県の農業を担っていく農業後継者に対し，農業技術だけでは

なく「企業経営者」として農業に従事してもらいたいという思いから，信連より

新規就農者や後継者向けの教育施設（鹿児島県立農業大学校）に申し入れ，実現

したものです。（平成 18 年度より継続中） 

 

 

２ 概要 【年間講義数】平成 18 年度 6時限，平成 19 年度 12 時限，平成 20 年度 48 時限 

       平成 21 年度 48 時限，平成 22 年度 12 時限，平成 23 年度 12 時限

       平成 24 年度 12 時限 

【受講者数】 2 年生 100 名程度（全学部） 

【講義内容】 農業情勢について 

       農業経営の経営分析について 

       事例研究 

 

３ 成果 

（効果） 

 新規就農者・後継者等が経営感覚を身につける動機づけになっているものと考

えます。 

 今後も，本件取組みを継続することにより，県内農業者の意識の底上げにつな

がる取組みと位置付けています。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も継続した取り組みを進める方針です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 新規就農者ローンの創設        ＪＡ名 ＪＡおきなわ（沖縄県） 

１ 動機 

（経緯） 

 これまで、新規就農者に対する融資は農業制度資金による対応を行ってきまし

たが、対象者や資金使途が限定されているため、新規就農者の希望に十分応えら

れないケースも散見されておりました。また、資料作成や審査等に時間がかかる

ことから、迅速に対応できる資金が求められていたため、「新規就農者ローン」を

創設いたしました。 

２ 概要  資金概要は以下のとおりです。 

【商 品 名】 ＪＡ新規就農者ローン 

【資 金 使 途】 就農に必要な運転資金 

【貸付限度額】 １００万円以内 

【貸 出 期 間】 ７年以内（うち据置期間 24 ヶ月以内） 

【金 利】 ＪＡ所定利率（固定金利） 

【担保・保証】 原則、担保・保証人は不要とし、当ＪＡが指定する保証機関（沖

縄県農業信用基金協会）の保証をご利用いただきます。 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年７月２０日より取り扱いを開始し、平成２５年３月末時点で１件 

７００千円の貸出実績となっております。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

農家の方からの資金相談に応えられるよう、制度資金からＪＡ独自の資金まで、

さまざまな資金メニューの中から、最適な資金を提供していきます。 

 取扱開始からまだ１年経過しておらず、農家の方へ周知されていない部分もあ

りますので、営農指導員等と連携してＪＡの農業資金をＰＲしていきたいと考え

ております。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 第１回ＪＡバンク岩手農業法人経営者セミナー  

ＪＡ名 ＪＡバンク岩手（岩手県）   

１ 動機 

（経緯） 

岩手県農業の担い手として活躍している農業法人の一層の発展に資するため、

“これからの農業経営をどう展開するか”を考えるべく、農業経営コンサルタン

トおよび先進法人の経営者を講師として迎え、セミナーを開催しました。 

２ 概要 主催：ＪＡ岩手県信連 

共催：ＪＡバンク岩手担い手金融リーダー協議会 

後援：ＪＡ岩手県中央会、ＪＡ全農いわて 

 

セミナー 

 第１部 「『農業』から『農業経営』への転換」 

  アグリビジネス・ソリューションズ株式会社 代表取締役社長 森 剛一氏

 第２部 「中山間地域発 複合経営から６次産業化への発展 

             ～自立した農業経営を目指して～」 

  株式会社 永井農場 代表取締役社長 永井 進氏 

３ 成果 

（効果） 

〇参加者 

  農業経営者：１１８名 

関係団体（ＪＡ、県信連、県中央会、全農）：９５名 

〇アンケートでは、約９割の参加者から「とても良かった」「今後も参加したい」

といった回答が得られました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 岩手県の基幹産業である農業に関わる「農業専門金融機関」として、岩手県農

業の担い手として活躍されている農業法人の一層の発展と、ＪＡと農業法人との

関係をより密接なものとするため、農業経営者の方々を対象として農業再生等を

テーマにセミナーを継続開催していく予定です。 

 

 ＜セミナー風景＞ 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業法人経営セミナー開催  ＪＡ名 ＪＡバンク宮城（宮城県） 

１ 動機 

（経緯） 

 宮城県の農業法人に対し，震災からの復興，一層の経営発展に寄与する情報お

よび参加者同士のネットワークづくりの場を提供することを目的に，宮城県農業

法人協会と共催で「農業法人現地視察および経営セミナー」を開催しました。農

林中央金庫仙台支店が本セミナーを開催するのは初めてとなりました。 

 

２ 概要 ○名称 

 「平成 24 年度農業法人現地視察及び経営セミナー」 

○開催日 

 平成 25 年 3 月 18 日（月） 

○主催 

 宮城県農業法人協会，農林中央金庫仙台支店 

○参加者 

 農業法人および関係団体計 38 団体 

○内容 

 第一部「農業法人現地視察」 

  事業規模が県内有数の農業法人の元に足を運び，経営者より生産面や販売面

での先進的な取組みについてお話をうかがいました。 

 第二部「経営セミナー」 

  「6 次化の実践と今後の展望」，「農産物流通の新潮流」というテーマで，そ

れぞれ講師を招聘し，講演を行いました。 

 第三部「交流会」 

  普段あまり話す機会がない参加者同士の意見交換の場を設け，親睦を深めま

した。 

３ 成果 

（効果） 

 参加した農業法人からは，「6 次産業化等の販売戦略について，今までより考え

方が深まり，今後の経営に役立った」との声が聞かれ，参加者にご満足していた

だけたと認識しております。 

 また，普段話す機会の無かった参加者同士で，農業経営に関する意見交換を行

ったことで，お互いに良い刺激となり非常に有意義なものになりました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 引き続き，農業法人協会と連携し，農業法人への復興支援および経営サポート

を行っていきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク山形県農業経営セミナー   ＪＡ名 ＪＡバンク山形県（山形県） 

１ 動機 

（経緯） 

○ H22 年度のセミナー初開催以降，これまで金庫山形支店主催で金庫のメ

イン強化先を対象にセミナーを開催してきたなか，本件セミナーは，初め

てＪＡバンク山形県主催として開催したものです。 

２ 概要 ○主 催 ＪＡバンク山形県   ○後 援 山形県 
○内  容 
・「県内農業情勢と産出額拡大に向けた農業政策の展開」 

山形県農林水産部農政企画課長 佐藤 宏昭 氏 
・「逆境を切り拓く経営」～壁を破る発想法～ 

元・日本 GM㈱代表取締役社長 佐藤 満 氏 
・「ＪＡバンクにおける農業金融取組について」 

農林中央金庫山形支店職員 

３ 成果 

（効果） 

○ ＪＡのメイン強化先やＪＡ役職員の出席により，過去の出席者数を上回

る 120 名の出席が得られました。ＪＡ役職員からメイン強化先への適切な

声がけが行われており，セミナー開催を通じた系統金融のファン作りやメ

イン強化先との関係強化等セミナーの開催意義が正しく伝わっていたも

のと考えられます。 

○ 農業産出額向上や災害対策資金等，県との連携機会が増加するなか，講

師派遣依頼や後援を通じて県との関係強化につながりました。 

○ 日本農業新聞による新聞報道を通じて，本件セミナー開催にかかる情報

発信が行われました。 

４ 今後の

予定（課題） 

○ 次回以降，セミナー後の交流会の開催や山形市以外での開催，ＪＡ青年

部との共催による若手農業者の出席促進，全農による農機情報の提供等

に展開していく予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 第 6回農業法人経営者セミナー ＪＡ名 ＪＡバンク新潟県信連（新潟県） 

１ 動機 

（経緯） 

 新潟県農業の担い手として活躍している農業法人等、大規模農業者の一層の発

展に向けた経営安定化支援策の一環と、参加者同士の情報交換、ネットワークづ

くりの場を提供することなどを目的として、平成１９年度から「農業法人経営者

セミナー」を開催しています。 

 第６回となる平成２４年度は、社団法人ＪＣ総研および県外の農業法人を講師

に招き、多くの法人組織、関係団体の皆さまからご参加頂きました。 

２ 概要 主催者 ：ＪＡバンク新潟県信連 

講演内容 

第一部「大規模水稲経営体の展開と地域農業資源の管理 

      －北陸水田地帯の大規模経営体の取組から－」 

  講師：社団法人ＪＣ総研 研究員 大仲克俊 様 

第二部「農地集積に対する経営課題と今後の展開について」 

  講師：農事組合法人サカタニ農産 代表理事 奥村 一則 様 

３ 成果 

（効果） 

○参加団体数 

 法人組織 ６１組織（９３名） 

 １８ＪＡ     （６７名） 

 その他関係機関  （１８名） 計１７８名 

 

○アンケートでは、９割の参加者から「とても良かった」「今後も参加したい」と

いった回答が得られました。他にも「実体験に基づいた話で、共感するところが

よかった」「自分が考えている課題とマッチしていた。今後のことを考える必要性

をもっと感じた。」といった回答をいただきました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 農業法人への対応を担い手金融の重要な取り組みの一つと位置づけ、法人経営

の安定に寄与するテーマ・内容により、本セミナーを継続開催していく予定です。

 

当日会場の様子 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 資産セミナー      ＪＡ名 ＪＡなんすん（静岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

・ 大口取引先に対する資産運用や相続等の情報提供および相談・提案対応をし

ます。 

・ 金融資産セミナー開催後のフォローを確実に行うことにより、対面機能の強

化と顧客ニーズの把握を行います。 

・ 顧客との信頼関係を強化しＪＡの顧客基盤の充実を図ります。 

 

２ 概要 ｢相続および遺言信託｣についてセミナーを開催しました。 

題目は｢円滑な財産の継承のために～安倍新政権でどう変わる、相続などの資産課

税｣です。 

定員 30 名(予約制)。大口取引先等を中心に集客し、出来る限りその次世代の方も

同席していただくよう意識して集客活動を行いました。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

外部講師に依頼することにより、より専門的な、より分かりやすいセミナーが開

催されました。また、次世代の方も参加いただけましたので後継者との繋がりも

強化していきたいです。 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

次世代、次々世代との関係強化はこれからも課題になってきますので、このセミ

ナー開催が１つのきっかけとなるよう、今後のフォローをしっかり行っていきた

いです。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営者セミナー  ＪＡ名 ＪＡバンク滋賀信連（滋賀県） 

１ 動機 

（経緯） 

 滋賀県内の農業経営者を対象に、ＪＡバンク滋賀における農業メインバンク機

能発揮の取組みの一環として、ＪＡグループとの今後一層の取引深耕・関係強化

を目的に、県内で初めて開催されました。 

 

 

２ 概要 主催者：ＪＡバンク滋賀信連 

内容： 

① 開催日  平成 25 年 3 月 3日 

② 講演【第一部】 「強く儲かる農業をつくるには」 

   講師：ジャーナリスト 青山 浩子 氏 

③ 講演【第二部】 「伝統野菜を利用した６次産業化」 

   講師：農事組合法人 すごいえぇのう鮎川 

   顧問 小倉 剛 氏 

④ 情報提供  ＪＡバンクの農業法人支援「アグリシードファンド」 

 

３ 成果 

（効果） 

・ＪＡバンク滋賀が主催で、県内 JA を共催に、後援として中央会、全農、全共、

及び農林中金として、開催したことにより、各連との連携が図れました。 

・当日は、約 400 名の方に出席をいただきました。 

・セミナーのアンケートでは、６次産業化の取組が参考になったとの感想が多数

みられました。 

・セミナー後、アグリシードファンドの詳細説明を個別に９法人実施しました。

 

４ 今後の

予定（課題） 

・メイン強化先の農業経営者を対象にしましたが、個人の認定農業者、集落営農

組織、特定農業団体、集落営農法人、㈱㈲法人、と多岐に参加され、アンケー

トの感想や要望も多岐にわたっていました。 

・ＪＡの次課長からは、中央会が主催となると、県連の連携、ＪＡ内の部門間連

携がさらに図れたとの声が多くきかれました。 

＜会場の様子＞ 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業経営者セミナー      ＪＡ名  ＪＡバンク香川（香川県） 

１ 動機 

（経緯） 

香川県の農業担い手として活躍している農業法人等、大規模農業者の一層の発

展に向けた経営安定化の支援策の一環と、参加者同士の情報交換の場を提供する

こと等を目的としております。 

 平成２４年度は、経営コンサルタントと県外の農業法人講師に招き、多くの農

業経営者、関係団体の皆さまからご参加いただきました。 

 

２ 概要 ＪＡバンク香川共催 

講演内容 

第１回 平成２４年７月６日 

「農業における後継者育成および事業継承」 

講師：（有）グレフコンサル 代表取締役 金原 光広氏 

第２回 平成２５年１月９日 

「さかうえの経営発展過程と人材育成への取組みについて」 

講師：株式会社さかうえ 代表取締役 坂上 隆氏 

 

３ 成果 

（効果） 

参加者数 

第１回 

農業経営者５０名、ＪＡバンク１４名、その他関係団体１６名（合計８０名） 

第２回 

農業経営者２７名、ＪＡバンク２０名、その他関係団体１１名（合計５８名） 

 

ともに、「良い話が聞けた」「今後も参加したい」といった声が多数ありました。

また、次回のセミナー開催についての問い合わせもありました。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

農業者のニーズにあったセミナーを継続して開催していく予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業資金説明会の開催             ＪＡ名 ＪＡあいら（鹿児島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 農業者の農業資金の円滑な活用，経営分析に関する基礎知識の習得等地域に密

着した金融機関を目指し，農業資金説明会を開催しました。 

 

 

 

２ 概要  担い手や農業の後継者を中心に参集し，農業資金の概要，農業経営における経

営分析，労働災害補償について説明を行いました。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 農業資金，農業経営に関する相談に対し，営農指導部門，経営指導部門と連携

し，農業者に対する支援が図られています。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も継続した取り組みを実施し，低利で融通できる制度資金を活用し，農業

経営の支援に努めていきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 降雹被害農家に対する融資対応  

ＪＡ名 ＪＡいわて南（岩手県） 

１ 動機 

（経緯） 

平成２４年６月、JA いわて南管内の一部地域における降雹により、農作物に甚大

な被害が発生し、被害を受けた組合員に対して経営及び運転資金を支援するため

の新資金を創設しました。 

 

２ 概要 対象者  ：平成２４年６月の降雹により被害を受けた組合員 

資金使途 ：農業経営に必要な経営資金、運転資金 

（施設設備、機械購入等を除く） 

貸付限度額：原則５００万円以内 

貸付期間 ：１０年以内（うち据置２年以内） 

貸付利率 ：保証料を含め無利子 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 『農業緊急対策資金』貸出実績 

件数： ４件 

金額：１１，７００千円 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も災害等により、組合員の農業経営に影響を及ぼす事態が発生した場合には、

組合員の経営安定化に向けた支援を行ってまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク自然災害対応特別資金の取扱い開始及びＪＡバンク自然災害対

応特別資金利子補給実施要領の制定について 

ＪＡ名 ＪＡバンク岩手（岩手県）  

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡバンク岩手では、被害が小規模または地域が限定されるなど、国や制度資

金等の対応が困難な自然災害により被害を受けた農業者に対し、迅速な支援措置

が図られるよう、農業経営に必要な経営資金等を低利で融資する「ＪＡバンク自

然災害対応特別資金」を創設しました。 

併せて、当該資金やＪＡ独自の災害対応資金に利子補給を行うＪＡバンク自然

災害対応特別資金利子補給実施要領を制定し、融資を受けた農業者に対しての借

り入れ負担の軽減策を図りました。 

２ 概要 （１）資金 

対象となる災害：被害が小規模または地域が限定されるなど、国や制度資金

等の対応が困難な場合の災害 

対象者  ：上記災害により直接的または間接的に被害を受けた県内ＪＡ組

合員 

資金使途 ：農業経営に必要な経営資金等 

貸付限度額：原則５００万円以内 

貸付期間 ：１０年以内（うち据置３年以内） 

貸付利率 ：ＪＡ及びＪＡ岩手県信連からの利子補給を借入れの全期間受け

ることが可能。 

担保・保証：岩手県農業信用基金協会保証 

        （担保および保証人については必要に応じて徴求する。） 

（２）利子補給 

  利子補給率：最大年０．５％（借入れの全期間） 

  利子補給機関：ＪＡ岩手県信連 

３ 成果 

（効果） 

ＪＡが独自に創設した災害対応資金に対して利子補給を実施しました。 

 ・利子補給件数      ４件 

 ・利子補給金額    ２３千円 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も災害等により、組合員の農業経営に影響を及ぼす事態が発生した場合に

は、組合員の経営安定化に向けた支援を行ってまいります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 暴風・豪雪被害に伴う融資対応 ＪＡ名 ＪＡバンク山形県（山形県） 

１ 動機 

（経緯） 

○ 平成 24 年４月３日に発生した暴風による農業被害と記録的な大雪による融雪

遅延および雪害に対して，山形県では「暴風・豪雪被害施設復旧等緊急支援資金」

と「農林漁業天災対策資金」を創設しました。 

○ これを受け，県下ＪＡグループでは，農家・組合員の負担軽減のため，利子補

給を実施することにより，無利子で借りられるように支援しました。 

 

２ 概要 ○ 「暴風・豪雪被害施設復旧等緊急支援資金」 

・ 資金使途  簡易な施設を含む農林漁業用施設の原状回復に要する経費 

・ 貸付限度額 300 万円 

・ 償還期限  ８年以内（うち据置期間３年） 

○ 「農林漁業天災対策資金」 

・ 資金使途  種苗，肥料，薬剤購入費等の運転資金 

簡易な施設の復旧のための資材購入費 

・ 貸付限度額 一般農業者 200 万円又は損失額 45%のいずれか低い額 

果樹栽培者 500 万円又は損失額 55%のいずれか低い額 

・ 償還期限  ３年～６年以内（被害程度により異なる） 

○ 上記資金共通 

・ 貸付期間 平成 24 年 4 月 24 日～平成 24 年 8 月 31 日 

・ 貸出利率 2.65%（県，市町村，ＪＡグループの利子補給により無利子）

   

３ 成果 

（効果） 

○ 取扱実績 

実行件数 ３８件， 実行金額 １３３百万円 

 

４ 今後の

予定（課題） 

○ ＪＡバンク山形県では，今後も災害等に伴う農家・組合員の融資相談，負担

軽減に向けた取り組みを充実させていく所存です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 被災農家支援の取組について     ＪＡ名 ＪＡ伊達みらい（福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

当ＪＡでは、合併当初以来（平成 9 年）の 30 店舗体制を堅持し、組合員に寄り

添った事業展開を行っており、組合員の「ふれあいの場づくり」および「組合員活

動の拠点」としての機能を発揮するよう努めています。 

東日本大震災に伴う原発事故から２年が経過したものの、当ＪＡ管内の一部品目

では放射性物質が検出され、出荷制限並びに生産自粛を余儀なくされています。  

また、農産物の販売に於いても、依然風評による価格低迷が解消されず、販売額

の大幅な減少により農家所得は回復に至らない状況となっております。特に、本年

は桃せん孔細菌病の多発も相まって、今後の産地維持・発展が大きな課題となって

いました。 

そこで、放射能被害からの早期復興に向けた当ＪＡ独自の取組みである｢農業振

興支援事業（助成事業）｣により、農家の生産意欲を喚起し、秋冬作物作付け拡大

を図るとともに、県の制度資金である農家経営安定資金（災害資金）を活用し、農

家の資金繰りを積極的に支援することといたしました。 

２ 概要 (1)農業振興支援事業（助成事業） 

①パイプハウス新設に対し、事業費の 50％以内で助成を行います。 

②せん孔細菌病防除 2 回以上の防除実施者の薬剤費に対し５百万円の範囲内で

助成を行います（桃せん孔細菌病緊急防除支援事業）。 

③せん孔細菌病対策としての、園地防風ネット設置に対し５百万円の範囲内で助

成を行います。 

④あんぽ柿の安定生産の為、干し場環境改善に係る設備、機器導入に対し事業費

の 20%以内の助成を行います。 

⑤園芸施設における被覆資材購入者に対し 30％以内での助成を行います。 

⑥果樹苗木については、東日本大震災復興交付金による改植事業を要請します。

(2)農家経営安定資金（災害資金） 

ＪＡグループ福島と県は、県の制度資金である農家経営安定資金への利子助成

を通じ実質無利子とし、被災された農業者の方々の営農と生活を守るため、その

資金繰り等を支援しています。 

３ 成果 

（効果） 

 (1)農業振興支援事業（助成事業） 

平成 24 年度は、「パイプハウス新設」が98 百万円、「せん孔細菌防除薬剤費」

が10 百万円など、ＪＡ助成金額合計で109 百万円の助成を行いました。 

なお、本事業は震災以降の3ヶ年で合計 470 百万円の助成を行う予定です。 

(2)農家経営安定資金（災害資金） 

平成 24 年度の貸出実績は、223 件、555 百万円となっております。 

４  今 後

の予定（課

題） 

現在の出荷制限・自粛品目の再生、農畜産物に対する風評被害対策に重点を置き、

震災以前の豊穣の郷を取り戻すべく、地域的条件による指導・年次的な改善対策を

提案してまいります。こうした復興計画に前向きに取組む生産農家への支援策と

し、平成２５年度は、昨年度より予算を増額し農業振興支援事業を継続していくと

ともに、農家の資金繰り等も継続支援していく予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成 23 年度東日本大震災復旧特別資金の創設 ＪＡ名 東西しらかわ（福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 この度の「東日本大震災」による地震及び原発放射能事故により被害を受けた

組合員の農業経営及び生活再建を支援するため、組合員農家が必要とする資金を

低利にて融資し、農家経営の復興を支援するため創設しました。 

２ 概要 1.資金の名称：平成２３年度東日本大震災復旧特別資金（H23.4.19 創設） 

2.貸付対象者：①地震等に被災した組合員 

②原発事故発生による国の出荷停止指示および風評被害により 

農業収入が減少した組合員 

3. 資金使途： 

    ① 農業経営に必要な資金 

    ② 生活再建に必要な資金 

    ③ 住宅修復、家財購入資金 

    ④ その他生産・生活に要する資金  

 但し、負債整理資金及び農業以外の事業資金は除きます。 

4.貸付金限度額 

    限度額 組合員個人・法人 ５００万円 

但し、東日本大震災による農業収入減収額（見込み含む）の範囲内、 

または災害復旧にかかる費用の範囲内 

5.貸付利率：ＪＡ所定の利率（固定金利） 

6.貸付期間：１０年以内 

7.保証および担保：福島県農業信用基金協会の保証、または連帯保証人１名以上

とし、必要に応じて担保を徴求します。 

３ 成果 

（効果） 

平成 24 年 3 月 31 日～平成 25 年 3 月 31 日 

【取扱実績】件数１１件  金額２，１７６万円 

４ 今後の

予定（課題） 

平成 25 年 3 月 31 日までの取扱期間を、平成 26 年 3 月 31 日まで取扱いを延長し

ております。今後もひとりでも多くの方にご利用いただけるよう、広報誌掲載・

チラシ等でＰＲを実施してまいります。 

また、地域農業の持続的な発展のため、利用者ニーズの把握に努めるとともに、

農畜産物販売価格の急激な低迷・災害資金等で、利便性のある資金をいち早く提

供できるよう農家組合員を支援して参ります。 

震災原発対応資金のＰＲチラシの当該資金の一部抜粋を添付いたします。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル：豪雨被害を受けた地域農業者に対する金融支援 

ＪＡ名  ＪＡみい  （福岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

平成 24 年 7 月 14 日の九州北部豪雨により当ＪＡ管内においても農作物を中心に

多大な被害が発生しました。このような状況下、早急な農家組合員対応が望まれ

ました。 

２ 概要 天災支援【従前の天災資金の中に特別枠を設けて対応】 

貸付対象者  ・組合員 

資金使途   ・九州北部豪雨による被害を受けての必要資金 

貸付限度   ・年間経営費の 3/12 に相当する額、又は、粗収益の 3/12 に相当

        する額のいずれか低い額でかつ３００万円以内 

貸付利率   ・０．６％（別途保証料０．３％） 

貸付期間   ・５年以内 

３ 成果 

（効果） 

出荷直前の農作物の被害に対し当座の運転資金・生活資金の支援。 

被害から半月あまりでの貸付実施（平成２４年８月１日より実施） 

早急な対応を行うことにより、資金面の不安を取り除くことができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後の農業経営に影響を及ぼしかねない各要因（経済・天候）に対しスピーディ

ーに対応していきます。 

 

貸出期間 利率

※取扱期間はH２４年１２月２８日までとする。
※基金協会保証料は０．３％とする。
※詳細につきましてはご遠慮なく各支店窓口までお問合せ下さい。

相当する額、又は、

粗収益の3/12に相当

する額のいずれか低い額

で、かつ３００万円以内

５年以内 0.60%

貸出限度 申込時ご用意いただく書類
年間経営費の3/12に

みい農業協同組合では、豪雨災害により被災された農家組合員の皆様をご支援させて頂くために
　平成２４年８月１日より天災資金のなかに特別枠を設け下記のようにお取扱いいたしますので
　お知らせいたします。

天災資金（特別枠）貸出のご案内

１．豪雨災害により被害を受けられた農家組合員に対し事業の運営が円滑に行えるように
　　　　　　　　スムーズな資金対応を行う。

確定申告書　３年分
（ただし青色申告会会員の方は

JAにて準備いたします。）

九州北部豪雨により被災された皆様への天災資金（特別枠）貸出実施について

平成24年8月1日
みい農業協同組合

この度の九州北部豪雨により被災されました方には謹んでお見舞いもうしあげます。
　　　　　　　又、一日も早い復旧を心よりお祈りいたします。
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 有畑小学校の食育活動  ＪＡ名 ＪＡ十和田おいらせ（青森県） 

１ 動機 

（経緯） 

食卓に至るまでの一連の稲作体験および馬鈴薯植付作業をもとに、作業過程お

よび多面的機能を学んでもらうとともに、米又は馬鈴薯に関する理解と農業へ感

心をもってもらうため、町内の小学校へ打診したのがきっかけでした。 

現在では、稲作体験は有畑小学校全学年、馬鈴薯については１．２・３年生を

対象とした恒例行事となり、毎年約 50 名の児童及び保護者で賑わっています。 

２ 概要 ① 稲作体験（面積：８a、品種：アネコモチ） 

② 対象：有畑小学校全学年  

５月下旬：田植え（保護者と一緒に手植え作業） 

10 月上旬：稲刈り（保護者と一緒に手刈り作業） 

11 月下旬：収穫祭（体育館にて保護者と一緒に餅つき） 

 

③ 馬鈴薯植付体験（面積 1a 種 メークイン） 

④ 対象：有畑小学校１・２・３年生 

６月上旬：植付作業（指導者・近所の方の協力のもとに手植え作業） 

９月上旬：収穫作業（指導者・近所の方の協力のもとに手堀り作業） 

１１月下旬：収穫祭（体育館にて保護者と一緒にふかしイモの試食） 

３ 成果 

（効果） 

スーパーや食卓でしか見ることがなかった、白米や馬鈴薯について、生育過程

や作業過程を知ることができました。 

「自らが育てたものを食べる」ことにより、「大事に」「残さず」といった、食

べ物を大切にする児童の意識の変化が見られるようになりました。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も学校と連携しながら、活動を継続したいと思います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 青年部七戸支部の食育活動  ＪＡ名 ＪＡ十和田おいらせ（青森県） 

１ 動機 

（経緯） 

田植えから稲刈りまでの一連の稲作体験から水田の多面的機能を学んでもら

い、米に関する理解と少しでも農業に対し感心をもってもらおうと、町内にある

小学校へ打診したのがきっかけでした。 

今では、町内２つの小学校５年生の学年行事となり、毎年約 100 名の児童及び

保護者で賑わっています。 

 

２ 概要 ①稲作体験（面積：12a、品種：アネコモチ） 

②対象：町内２小学校 ５年生 

６月上旬：田植え（手植え、田植え機試乗） 

10 月上旬：稲刈り（手刈り、コンバイン試乗） 

11 月下旬：収穫祭（それぞれの体育館にて保護者と一緒に餅つき） 

 

３ 成果 

（効果） 

頂いた感想文の中で、田植から稲刈りまでの体験を通じて、「お米をひと粒、ひ

と粒を大事に食べていこうと思いました」との感想がありました。 

児童の感想文から、普段当たり前のように口にしているご飯を「大事に」 

といった声は、活動の成果です。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も学校とタイアップし、活動を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

74



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル おばこアグリスク－ル   ＪＡ名 ＪＡ秋田おばこ（秋田県） 

１ 動機 

（経緯） 

普段食べている食物がどのようにして作られ、自分の口に入るまでにどれだけの

人の手がかかっているか、１年を通して学ぶ機会を作ります。また、地域に暮ら

す人たちと関わる機会をもうけ、様々な考え方や文化を学ぶきっかけ作りをして

います。 

 

 

 

 

２ 概要 農業体験（計４回） 

第１回 ５月下旬 田植え 

第２回 ７月中旬 田んぼの生き物調査 

第３回 ９月下旬 稲刈り 

第４回 １０月～ 料理教室（収穫したお米で） 

 

 

３ 成果 

（効果） 

参加小学校／神代小（仙北市）高梨小、南外小（大仙市）仙南東小（美郷町） 

第１回 神代 41 名、高梨 32 名、南外 15 名、 仙南東 9 名 

第２回 神代 41 名、高梨 32 名、南外 16 名、 仙南東 9 名 

第３回 神代 41 名、高梨 32 名、南外 15 名、 仙南東 9 名 

第４回 神代 41 名、高梨 32 名、南外 129 名、仙南東 9 名 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

おばこ管内で未実施小学校を無くすよう継続させていく予定ですが、小学校との

連携など JA 職員のマネジメント力が重要です。営農部門だけの取り組みで終わら

せず、金融共済・営農部門との連携をはかることが出来ないか提起していきます。
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル いわき農山村ふれあい交流事業 ＪＡ名  ＪＡいわき市（福島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 次世代を担う市内の小学生と首都圏在住の小学生を対象に親子で農業体験を実

施し、食の安全安心を伝えていくことを目的にＪＡバンクアグリサポート事業を

活用した｢いわき農山村ふれあい交流事業｣を実施いたしました。 

２ 概要  ７月に首都圏在住の小学生親子を対象に１泊２日の「太陽がふりそそぐいわき

の自然を味わおう！！親子農業体験ツアー」を、また１２月・２月には市内小学

生親子対象の「寒いけどココロぽかぽか！冬の親子農業体験ツアー」「いわきの野

菜でキッチンスタジアムいわきの産地を巡るバスツアー！」を開催し将来を担う

子供達に農業への理解を深めてもらうとともに，安全で新鮮ないわきの農産物（放

射能検査実施済み）に親しんでもらえるよう取組んでいます。 

３ 成果 

（効果） 

 ７月・１２月・２月の各回とも多数の応募があり抽選の結果、７月は親子１０

組、１２月と２月は親子１５組の参加となりました。 

 ７月は、ブルーベリー・夏野菜の収穫体験また星空観察・花火体験を実施、１

２月と２月には、いちご・トマト等の収穫体験、調理師指導のもと収穫食材を使

用した料理講習ならびに食の体験を行い、農作物収穫の喜びと新鮮な野菜のおい

しさを味わってもらい，食の大切さを考えていただくことができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 参加者からは毎回好評を頂いておりますので、今後も継続して開催し、子供た

ちの農業への理解促進と安全で安心ないわきの農産物に親しんでもらえるよう努

めて参ります。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル あぐりスクール      ＪＡ名  ＪＡ佐野（栃木県） 

１ 動機 

（経緯） 

・食農教育の一環として次世代へ食と農の大切さを身をもって体験できる学校形

式の取組。 

・今年度で４期目となり佐野市管内南・北２会場で９８名児童の参加となり、毎

年参加人数の規模が拡大されてきている。 

 

 

 

２ 概要 ・ＪＡ佐野管内小学生を対象に９８名の会員制で、年７回のイベントを開催する。

・田植え・野菜収穫・キャンプ・ＪＡまつり等のイベントあり。 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

・地元子供達の将来を考え、自然とふれあうことでふるさとのすばらしさを体感

でき、子供達の今後生涯の思い出に残る貴重な体験ができる。 

・あぐりスクール企画を通じて親子のふれあいがより深まる体験ができる。 

・地域の方々との接点が図れ、ＪＡ総合事業を利用して頂くきっかけとなる。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・地域に密着したＪＡになるために、本企画のような参加者が増加する様な企画

の検討が必要になっている様に思います。 

・各部署ごとの企画でなくＪＡ全体規模でのイベントを開催していきたい。 

 

 

 

 

 

77



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル：福井県ＪＡバンク食農金銭教育応援事業  ＪＡ名 福井県信連（福井県） 

１ 動機 

（経緯） 

夏休み期間中に、金融・食農をテーマとした参加者とタレントとの体験学習型

交流を実施、その模様をテレビ番組として収録・放送することで地域の子供たち

にＪＡバンクの役割や、金融経済・食農教育・環境教育などに関する基礎知識の

理解促進を図ることを目指しています。 

 

２ 概要 福井県内の小学校5～6年生100名で年2回ちびっこサマースクールを開催して

います。 

活動内容は、ＪＡバンククイズ、野外炊さんカレーづくり、牧場での酪農体験、

お金の仕組みの体験型講座等です。 

 

３ 成果 

（効果） 

タレントとの体験学習型交流を実施し、近年ではなかなか体験できない貴重な

農業体験・金融経済の学習ができました。その模様をテレビ番組として収録・放

送することにより、地域の子供たちにＪＡバンクの役割や、金融経済・食農教育・

環境教育などに関する基礎知識の理解になりました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

様々な企画を検討しながら長期期間に渡り継続して開催していくことに効果が

あると考えております。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル：食農教育活動            ＪＡ名：ＪＡふえふき（山梨県） 

１ 動機 

（経緯） 

・ ＪＡバンク教材本贈呈事業により食農教育にかかる補助教材を管内の小学校

へ贈呈していますが，子供たちが，土や緑，水に触れ合う時間が減少傾向に

あるなか，自分たちが食べている農産物がどのように作られているかを，教

材本による学習のみだけではなく，実際に作り・食すことを体験してもらう

ために，ＪＡバンク食農教育応援事業の一環として，休耕田を有効活用しな

がらお米を栽培する農業体験を実施しました。 

・  

２ 概要 ・ 笛吹市立八代小学校近隣の休耕田（10a）を活用し，同小学校の 5 年生 80 名

が参加しました。 

6 月：種蒔き（育苗箱へ種もみを蒔きました。） 

7 月：田植え（生徒が育てた苗を植えました。） 

10 月：稲刈り（鎌を使い慣れない手つきで稲刈りを実施しました。） 

12 月：学校給食（全校児童・教職員・ＪＡ関係者総勢 500 名で食しました。） 

３ 成果 

（効果） 

・ 種蒔きから始まり，収穫して学校給食として食べるまでの一連の過程を体験

したことで，生徒からは「初めて田植えの体験をしました。」「お米作りの大

変さが分かり，お米の大切さがよくわかりました。」などの感想が聞け，お米

の大切さや農業への興味・理解が深まるとともに，保護者や学校関係者の方

からも，食の大切さを学ぶ良い機会との好評を得ることができました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・ 25 年度も学校と協力しながら，お米作りの農業体験を実施予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 食農教育活動       ＪＡ名  ＪＡあいら伊豆（静岡県） 

１ 動機 

（経緯） 

 

ＪＡバンク教育活動助成事業の助成を受け、地域の子供たちに農業体験 

を経験してもらい、地産地消の取組、地域農業への理解を深めてもらう事 

を目的としました。 

 

 

 

２ 概要  

キウイフルーツ収穫体験を伊東市管内小学生 56 名を対象として実施した。 

早生みかん収穫体験を熱海市管内小学生 60 名を対象として実施した。 

教材本贈呈(熱海市、伊東市管内の小学校、特別支援学校に計 1,241 冊) 

管内小学校給食に地元産みかんの贈呈 

３ 成果 

（効果） 

 

自分で収穫した物をその場で試食して、収穫の楽しさおいしさを知り、また、 

食の安全・安心について理解するきっかけ作りとなった。 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 

育苗、生育、収穫のサイクル全てを体験できるような事業を行える事が理想であ

る。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ふれあい田んぼ教室     ＪＡ名 ＪＡなごや （愛知県） 

１ 動機 

（経緯） 

 日本の主食であるお米を題材とした「ふれあい田んぼ教室-次世代を担うこども

たちに食農教育を-」は、農業のもつ様々な役割、意義、重要性などの理解を深め

ることを目的としています。なごや農協は、都市圏の全体に営業拠点があり、市

街化区域と市街化調整区域が混在する農地を有している、都市部の小学生は水田

における水稲栽培の実態や多面的機能を教材等にて知識習得しているが、実際に

水田の作業を体験させ農業の重要性を肌で体験してもらうことを目的としまし

た。 

 

 

 

 

２ 概要  水稲栽培における年間栽培方法を事前にスクリーンで解説して事前学習し、実

際に昔行われていた手作業をあえて取り入れ、共同で行うことの協調性や「田植

え」から「稲刈り」の一連の農業作業体験活動を実施する。田植え（児童）⇒水

田管理（ＪＡ）⇒稲刈り（児童）⇒脱穀、籾摺り、精米（児童） 

 その他、ＪＡグループの機関紙（ちゃぐりん）を提供して、農業の多面的な機

能や近代農業及び先進的な農業についても学習させています。 

 

３ 成果 

（効果） 

 こどもたちの健やかな成長のため、『食育』にも効果としてあがり、水田におけ

る様々な動植物を実際に見ることや触れることで感受性の豊かな児童になると感

じています。 

 また、地域の消費者へ子供からの報告により農協の事業を知っていただける。

 さらに、他金融機関と違う差別化が図れ農業の魅力を知っていただける。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も名古屋市内の小学校を対象とした『ふれあい田んぼ教室』は継続して行

いますが、市内の児童全てを対象とすることが困難なことから、少しでも多くの

児童が体験できる仕組みを構築することが課題です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 食農体験学習の取組み    ＪＡ名  ＪＡ西三河 （愛知県） 

１ 動機 

（経緯） 

・子ども達に、食料と農業への関心を高めるため、「食と農」への理解をより一層

高めることが重要です。 

・このため、ＪＡ西三河食農体験学習プランを掲げ、「稲づくり体験学習」、「野菜

づくり体験学習」、「家族『食・農』体験農場」を３つの柱として、学校教育で

の支援、食農体験、農産物提供に取り組んで展開しています。 

 

２ 概要 ・ＪＡ西三河において、以下の農業体験学習に取り組んでいます。 

 

○「稲づくり体験学習」 

 ・田植え、かかしづくり、稲刈り、ちゃぐりん（広報誌）の提供、収穫祭（餅

つき・おにぎり作り・米粉パン作りなど）。 

○「野菜づくり体験学習」 

 ・春野菜種まき、定植、春野菜収穫、秋野菜種まき、定植、秋野菜収穫。 

○「家族『食・農』体験農場」 

 ・夏野菜の定植、夏野菜の収穫祭、冬野菜の定植、さといも収穫祭、いちご雨

避けトンネル設置作業、冬の収穫祭（ロールキャベツ・ケーキ作り）、畑の片

付け。 

 

３ 成果 

（効果） 

・稲づくり体験学習を開催する学校を１５小学校に拡大しました。 

・参加家族については、ＪＡのＰＲを行い、今後の利用拡大につながりました。

・食農体験学習を通じて、子ども達が「食と農」により一層興味をもち、食の大

切さを実感してもらいました。 

・参加家族や子ども達と、ＪＡとの親近感が深まりました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

・今後の食農体験学習を取り組むにあたって、以下のことが重要です。 

 ①子ども達をより一層「食と農」の関心を深めること 

 ②学校教育の一環として取り組んで、体験してもらう 

 ③「食と農」を通じて、「家族」「友達」「地域」の絆を深める 

・食農体験学習を今後継続的に展開していく中で、参加いただいた家族や子ども

達に、ＪＡ事業を幅広くご利用していただけるように、取り組んでまいります。
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡ鳥羽志摩あぐりスクール        ＪＡ名 ＪＡ鳥羽志摩（三重県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ鳥羽志摩管内の小学校３年生を対象に、農業体験を通じて「収穫の喜び」や

「自然・いのち・食べ物の大切さ」を学んでもらうことを目的として実施しまし

た。（今年度は 20 名が参加） 

 

 

２ 概要 お米作り（田植え・追肥・収穫）の農作業体験から、自分たちで作ったお米の食

事会や「あぐり米」としてＪＡまつりでの販売体験を実施しました。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

お米作りの農業体験を通じて、農業の大変さや収穫の喜びを知り、参加者からは

好評を得ています。 

また、生徒たちのみならず父兄の方々にも食と農業への関心が深まり、ＪＡバン

クとしても若年層へのＰＲに繋がっています。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も継続的に実施する予定です。 

次世代を担う地域の子供たちが、もっと食と農業へ関心が持てるよう、充実した

食農教育を企画、立案していくことが課題と考えています。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル「ＪＡ草津市食農教育農業図画展」の開催  ＪＡ名 ＪＡ草津市（滋賀県） 

１ 動機 

（経緯） 

食農教育教材本を贈呈した市内各小学校５年生を対象に、夏休みを利用して、

教材本や体験により学んだ農業に関する思い思いのイメージを図画に表してもら

うことにより、夏休み中における農業への興味や食農教育に対する関心を少しで

も向上させることを目的として「ＪＡ草津市食農教育農業図画展」を開催してい

ます。 

 

２ 概要 作品テーマ（２部門） 

① 農業とわたし（農業体験、農業風景等） 

② ごはん大好き（ごはんを食する場面等） 

 

優秀者には賞状と記念品を贈呈し、最優秀賞を受賞した児童には農業祭で表彰

式を行います。また、応募作品すべてをＪＡ草津市農畜産物交流センター内にて

翌年３月まで展示しています。 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度は、「農業とわたし」が 53 点、「ごはん大好き」が 47 点の計 100

点の図画が寄せられました。 

作品に積極的に取り組むことが子供たちの食と農業に対する将来に向けた意識

の向上に繋がっています。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２３年度から開始した図画展ですが、今後も継続開催する予定です。 

 

 

①表彰式の様子             ②展示の様子 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 「ふれあい農園」で農と地域に密着      ＪＡ名 ＪＡ兵庫西 （兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

 ＪＡ職員が野菜栽培等の実践に励むことで、農業の苦労を体感し、自らの営農

スキルを高めることと地域の人々とのふれあいの場として農園を活用するため、

全支店で「ふれあい農園」を設置しました。 

２ 概要 
平成 24 年 4 月から、全６２支店の店舗の近くに「ふれあい農園」を設置し、サ

ツマイモやトウモロコシ、トマト、キュウリ、ナス等の季節野菜を植え、窓口職

員をはじめ支店の職員が業務終了後などに協力しながら農園を管理しています。

 地元農家からアドバイスをいただいたり、管理面での援助があり、来店される

非農家のお客様には、収穫した野菜を配布するなど、地域との絆を深めています。

さらに、地域の子どもたちが野菜の定植や収穫に参加することもあり、食農活

動の実践の場として利用しています。 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度には、ふれあい農園で園児や小学生を招いての体験学習がＪＡ全

体で７０回開催され、保護者も含めて延べ９，２６５人が参加しました。 

ＪＡ職員でありながら、農業体験をしたことのない職員が、農業の苦労・大変

さを実感することにより、組合員との会話の中で、農業に対する考え・意見を共

感できるような変化が生じています。また、栽培上での失敗を体験することによ

って、栽培意欲の向上が見られ、ＰＤＣＡサイクルが実感できる例になっていま

す。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

地域で最も愛着があり、頼りにされる金融機関を目指す為の一環として、ふれ

あい農園の地域住民への活用状況に対して、評価制度を設け優秀な支店に対して

表彰を行ないます。 

また、営農スキルの向上に伴い、同一品目を栽培し、ＪＡ内で農産物コンテス

トも計画しています。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 「たつのハートごはん」イベント     ＪＡ名 ＪＡ兵庫西（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

食の大切さ、とくに日本人の主食であるお米の美味しさを広めるための活動で

す。 

 

 

 

 

２ 概要 たつの市、地元企業、ＪＡ等が連携し、幼稚園や小学校等を訪問し、かまどを

使った炊飯体験や家庭科の出前授業を実施し、美味しいごはんを食べ、楽しくご

はんのことを学び、自然にごはん好きになる機会を作ることにより、子供たちか

らその家族へ、さらには地域の方々へごはんの大切さを伝えていこうと考えてい

ます。 

 

３ 成果 

（効果） 

かまど炊飯体験を通してごはんの美味しさを実感してもらうことにより、ごは

ん食の大切さ、米の消費拡大のＰＲができました。 

また、農家・ＪＡ・地域住民の相互理解・絆づくりの場として活用しています。

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

平成 25 年度も引き続き開催予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

タイトル 子供向け金銭教育セミナーの実施 

ＪＡ名  ＪＡバンク和歌山 （和歌山県） 

１ 動機 

（経緯） 

 地域密着型金融として、小学生を中心とした子どもたちに「お金の大切さ」を

学ぶ機会を提供し、またその保護者であるヤング・ミドル世代との交流を通して、

取引深耕につなげるきっかけとして実施しました。 

２ 概要 ＪＡバンク協調型事業にかかる取組みとして、昨年に引き続き、子供向け金銭

教育セミナーを実施しました。参加者は各ＪＡ管内の小学生とその保護者とし、

外部講師（ＦＰ和歌山 土井氏）を招き以下のカリキュラムで実施しました。 

1.世界のお金 

2.欲しいものと必要なもの 

3.ホームステイゲーム 

３ 成果 

（効果） 

本年度は、模擬紙幣による「１億円の重さ体験」を冒頭に実施し、子どもたち

により金融を身近に感じられるものとなりました。またＪＡ職員もＪＡ役として

登場し、地域住民と更なる親睦を深めることができました。 

４ 今後の

予定（課題） 

２５年度も継続実施いたします。 

【会場の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アラビア風装束が土井講師 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 親と子の野菜スクール     ＪＡ名 ＪＡ佐伯中央（広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡバンク協調型事業教育活動助成事業を活用したＪＡ食農教育の展開により、

食の大切さ、農業への理解を深めてもらうことを目的に実施しています。 

 

 

 

 

２ 概要 ＪＡ食農教育の一環として、当組合管内の小学生児童を持つ家族に参加して 

いただき、野菜の植え付け、草取り、収穫、料理と一連の過程を通して土に 

触れ、農作物を栽培し農業を身近に感じていただくとともに、管内農家見学 

を含め家族で農産物・農業理解を深めていただいています。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成 23 年度は 16 家族が参加、平成 24 年度は 18 家族が参加、平成 25 年度につい

ても 20 家族が参加を予定しており、参加家族・人数ともに増加してきております。

（従来取引の無かった方も参加をきっかけに、ＪＡを身近に感じ、取引開始とな

った方もいらっしゃいます。） 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

参加家族・人数を増やしたいと思いますが、対応に限度があり、形を変えた 

ＪＡ食農教育の展開が必要と考えています。 

（野菜品種別の体験農業や他ＪＡとの交流会等） 

 

 

 

 

 

 

 

88



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 食農体験学習          ＪＡ名 ＪＡ三原（広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

食卓に至るまでの一連の稲作体験と作業過程および多面的機能を学んでもらう

とともに、米に関する理解と農業へ関心をもってもらうため、総合学習の時間に

学校水田を活用しての児童たちが豊かな自然と農業の営みを伝える食農教育の一

環として農業体験学習への取り組みがきっかけでした。 

現在では、稲作体験は総合学習の時間を利用しての恒例行事となり、平成２４

年は、160 名の児童・教員が関わっています。 

 

２ 概要 毎年、児童たちが、ＪＡ三原の職員の指導のもと、田植えからの 1 年を通して

の農業体験学習を行っています。 

5 月に学校内の水田に植えた苗が立派に育ち、9月に稲刈り・脱穀が行われまし

た。1月 21 日、刈り取った稲のもみすり・精米の体験学習をしました。 

精米されたお米は、授業でおにぎりにして、「上級生の作ったおかず」といっしょ

に、美味しくいただきました。 

 

３ 成果 

（効果） 

毎日の米について、生育過程や作業過程を知ることができました。 

また、いつもは袋詰めの米も、自らが育て「もみから玄米」・「玄米から白米」

の変化を体験することによって、農と食の「大事さ」、農業を身近に感じ、「好き

嫌い」、「食べ残しが少なくなる」など食べ物を「大切に」する意識を深めること

が出来たと思います。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

例年、体験学習の為の栽培となっていたため、水稲の生育があまり良くなかっ

たため、次年度のための土づくりから行い、今後も学校と連携しながら、活動を

継続したいと思います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡ三次ちゃぐりんキッズクラブ      ＪＡ名 ＪＡ三次（広島県） 

１ 動機 

（経緯） 

 農業の近代化が進み、子どもたちが土になじみ家畜とふれあう機会もなく、ふ

るさとの大切さや、命の大切さを学ぶ場所がなくなったこと等の社会的背景より、

家の光協会からの次世代対策実施要請を受け、平成１３年度全国のモデルＪＡと

して、２支店で立ち上げました。また、平成１４年度から小中学校が完全週休２

日制となり、土曜日の過ごし方が課題となった事などから、継続して支店の地域

活動として、ちゃぐりんキッズクラブを広めていきました。 

２ 概要  地域の小学校や自治会組織、ＪＡ女性部・農青連等と連携を行い、支店を中心

とした、地域の特色ある食農教育活動を展開しています。 

 カリキュラムの基本としては、農産物の種まき・植付けから、収穫・加工まで

とし、支店によっては販売まで行っております。 

 主に米づくりが主体で小学校の総合学習の時間を活用していますが、その他、

さつま芋・大豆・そば・小麦・山の芋など、地域の特産物を育てながら、地域の

歴史や風土を学ぶ取組も行っています。 

３ 成果 

（効果） 

 地域の小学校と連携をする中で、行政とも食育（食農）に対する意識の共有が

でき、毎年合同会議を開催しています。 

 また、ＪＡ三次管内での参加者数は会場数ともに増え、地域の活動としてなく

てはならない活動に定着してきています。 

     「ちゃぐりんキッズクラブの参加者数推移」（述べ人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 現在は小学生を対象とした活動が中心的であるので、幼児や中高生、保護者 

を対象とした食農教育を企画提案していきたいと思います。 

 

 

  

90



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

  

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク協調型事業    ＪＡ名 ＪＡ山口宇部 （山口県） 

１ 動機 

（経緯） 

 子どもを対象に地元農家組合員と職員とが一体となり食農教育実践活動を展開

し、「食」と「農業」に対する理解の振興をはかり、農業やＪＡのファン層の拡大

および地域の発展に貢献することを目的に開校する。 

 

 

２ 概要  ＪＡ山口宇部管内の幼児から中学生以下の子供と保護者を対象に誘致し、ＪＡ

こども情報誌「ちゃぐりん（家の光協会）」を教科書として、子供に食べ物や農業

を通じて、いのちの大切さを伝えている。農業を体験したり、地元野菜の収穫や

調理をしたり、地元の名人に工作を学んだり、たくさんのふれあい体験を行う。

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 次世代・次々世代層とＪＡ（地元農家組合員・職員）とのふれあい活動により

新たなＪＡ利用の拡大につながっている。また本学級において地元の米や野菜を

ＰＲすることで地産地消の促進も図れ、協力いただいた農家組合員の生産意欲の

向上にもつながっている。 

 

 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

後添のとおり平成 25 年度についても年間を通して活動を予定しております。 
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ＪＡ山口宇部
 

平成 25 年度 ちゃぐりん学級開校内容（予定） 

開催年月日 開催内容 開催場所 

平成 25 年 6 月 8 日 (土) 
"晴るる"田植え体験 大学生と産地交流会 

【昼食‐カレー＆バーベキュー】 

宇部市小野区来見の圃場

※JA 小野支店に集合。 

平成 25 年 6 月 16 日 (日)
「大豆」植付体験 秋の収穫に向けて植えよう！ 

【ちゃぐりんを活用した工作または料理】 
阿知須の圃場 

平成 25 年 7 月 6 日 

「とうもろこし」「おくら」植付体験 

「とうもろこし」「おくら」を植えよう！ 

【ちゃぐりんを活用した工作または料理】 

アクトビレッジ小野 

平成 25 年 9 月上旬 

「とうもろこし」「おくら」収穫体験 

「とうもろこし」「おくら」を食べよう！ 

【ちゃぐりんを活用した工作または料理】 

アクトビレッジ小野 

平成 25 年 10 月 5 日 
“晴るる”稲刈り体験 大学生と産地交流会 

【昼食‐未定】 

宇部市小野区来見の圃場

※JA 小野支店に集合。 

平成 25 年 11 月初旬 
「大豆」収穫体験  

採れたて「大豆」を使って料理教室 
阿知須の圃場 

平成 25 年 11 月上旬 
豆腐づくり体験  

採った「大豆」で豆腐を作ろう！ 
ＪＡ山口宇部本店 

平成 25 年 12 月上旬 
しめ縄づくり体験 ＪＡ山口宇部「農業まつり」にて 

【昼食‐うどん、ちらし寿し】 

ＪＡ山口宇部本店 

３階特設会場 

平成 26 年 2 月中旬 
漬物づくり体験 地元農産物で「漬物」をつくろう！ 

【昼食‐漬物を使ったメニュー】 
ＪＡ山口宇部農産加工場 

平成 26 年 3 月上旬 

米粉でつくる寝太ロール みんなでつくろう！地産地消

体験 

【昼食‐未定】 

山陽小野田市 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ちびっこ倶楽部       ＪＡ名  ＪＡ周南    （山口県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ食農教育とは、「食」・「農」・「地域」・「自然」の関わりを重視し、農産物がい

のちを育み、成長していく過程を大切にしながら、食への関心・興味を高揚し、

食を支える農の役割、くらしと社会との関わり、地域の食文化、いのちの大切さ

に対する理解を広げ深めることです。こうした取組みを通じて、食と農、地域と

ＪＡを結び、地域住民のＪＡへの地域支持率向上を目指します。 

２ 概要 ①じゃがいもを育てよう 

・じゃがいもの植え付けとソーメン流し IN 鹿野…８月４日（土） 

・じゃがいもの収穫とじゃがいも料理 IN 鹿野…１１月１８日（日） 

②バケツ稲づくり体験＆ピーマンを育てよう 

・バケツ稲を植えよう＆プランターにピーマンを植えよう…５月２６日 

・バケツ稲観察とピーマンが育ったな？…観察投稿 

・ピーマンで作る親子料理教室…夏休み期間中 

・お米まつりでお米の収穫勉強会…１１月３日（土） 

③親子で作るクリスマスケーキ…１２月２２日（土） 

・西部地区…ＪＡ新南陽支所 

・東部地区…下松市健康増進課 

３ 成果 

（効果） 

①地元農産物への理解促進 

安全・安心な農産物を供給することとあわせてＪＡ食農教育活動を地産地消

の理解者や農業への関心を深め、ＪＡ事業への理解者を増やすことにつながっ

た。 

②組織基盤強化 

地域住民の参加や各組織との連携を図り、次世代も含めた幅広い層の理解と

支持を地域に広げることができた。 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後は支所を中心とした食農教育活動にするとともに、植え付けから販売まで

の体験を通じて、若い年代への農や地元農産物への理解を深めるとともに、ＪＡ

ファンづくりに結びつける。 
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地域密着型金融の取組事例（報告様式） 

 

タイトル   ＪＡ子育て定期積金          ＪＡ名 ＪＡ下野（栃木県） 

１ 動 機 

（経緯） 

春の新入学時に金利上乗せ定期積金の募集を開始し、年間を通じて世帯主から乳幼児まで

の幅の広い層からの情報収集を活かし、残高の向上と今後の新たな取引に結びつけ貯蓄拡

大を図る。 

２ 概 要 ＪＡ子育て定期積金推進運動要領 

１、趣 旨 

    春の新入学時に金利上乗せ定期積金の募集を開始し、年間を通じて世帯主から乳

幼児までの幅広い客層からの情報収集を行い、残高の向上と今後の新たな取引に

結びつけ、貯蓄拡大を図る。 

  ２、実施内容 

  （１）名 称  ･ＪＡ子育て定期積金 

  （２）実施期間 ･ 平成２４年３月１日（木）～平成２５年２月２８日（木） 

  （３）商品内容 

     金利上乗せ定期積金 

    対象者は個人のみ 

      （ＪＡしもつけ管内に住所または勤務地を有していて契約時点で１５歳未満の子と

       同居または扶養している親権者１名） 

３、対象商品 

    ①種類    定期積金（定額式） 

②契約期間   ２年以上７年以内 

③給付契約額  ３００万円以内 

④預入形態  証書（７年以内） 

    ⑤払込方法  口座振替 

⑥適用金利  以下の条件に該当する方に利率を上乗せする。 

条件  ＪＡしもつけ管内に住所または、勤務地を有していて１５歳未満

の子と同居または、扶養している親権者の方。（子供 1人につき）

…店頭表示利率に 0.10％上乗せ  

４、注意事項 

  （１）毎月掛金の一括払込は該当させない。 

  （２）上乗せ条件確認書類 

①健康保険証又は母子手帳 

※上記書類は必ずコピーをして別途情報管理に備えるため保管・管理すること。

    （３）金利上乗せは市場金利の動向により変動する可能性がある。 

３ 成 果 獲得件数 5 件  給付契約額 7,704,508 円 

４ 今後の予 

定（課題） 

次年度も継続して子育て定期積金の取組を行う予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル１．ふるさと応援！「ＪＡ足利エール定期貯金」 

 

タイトル２．ＪＡ足利からお贈りする農業資金プラン「小口農業資金」 

 

ＪＡ名  ＪＡ足利（栃木県） 

１．平成２４年度夏期特別貯蓄運動の商品として １ 動機 

（経緯） ２．農業近代化資金を補完する資金として、低金利で簡便な申込手続きとする「小口農業

資金」を融資商品のラインナップに加え、地域農業の振興および農業メインバンクとして

機能を強化する。 

１．期間中にお申込みいただいた定期貯金総額の０．０２％を「ふるさと足利応援寄付金」

として足利市に寄付。 

※寄付金については、ＪＡ足利が寄付するものでお客様のご負担はない。 

金利上乗せについて 

 ＪＡ足利発行のＪＡカードご契約の方（新規可） 店頭金利に年０．１％を上乗せ 

 上記以外については、店頭金利に年０．０５％を上乗せ 

２ 概要 

２．１事業につき３００万円とし、所要資金の範囲内 

農産物代金振込またはＪＡカード契約者（新規可）の方に借入期間５年以内で対応。 

貸出利率：ＪＡ所定利率 

担保・保証：貯金担保、共済担保または連帯保証人 

１．２，３０５件 ２，５４９，１６０千円 

【寄付金 ５０９千円】 

３ 成果 

（効果） 

２．７件 １１，０００千円 

 

１．平成２５年度夏期特別貯蓄運動の商品として 

・期間中にお申込みいただいた定期貯金総額の０．０２％を「ふるさと足利応援寄付金」

として、足利市に寄付 ※お客様の負担はない。 

・前年度の「エール定期貯金」と同様としています。 

※本商品が好評であったことから、「エール定期貯金」を定着化していく方針。 

４ 今後の

予定（課題） 

２．広く組合員に認知され好評頂いていることから、平成２５年度についても同様の取組

みとしています。 

 

 

 

95



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 緑のトラスト定期貯金    ＪＡ名 ＪＡいるま野 （埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

地球の温暖化、海洋汚染、野生生物の減少など環境保全の重要性が年々高まる中、

JA いるま野は、埼玉県が主導する「緑のトラスト運動」に賛同し、県内の優れた

自然や森林資源を守る環境保全活動として昨年に引き続き「緑のトラスト定期貯

金」を発売し、販売額の一定割合を寄付することにより、緑のトラスト保全地の

保全に協力します。 

さらに今年度は、地元の自然とふれあい、環境保全の大切さを実感してもらうた

め、管内にある緑のトラスト保全地を訪ねるオリジナルエコツアーを企画し、応

募者の中から抽選で２０組（４０名様）を招待します。 

２ 概要 貯金種類：スーパー定期貯金 

期間  ：１年及び３年 

金利  ：１年 ０．０５％ 

     ３年 ０．１５％ 

募集金額：５０億円 

募集期間：平成２５年１月４日～平成２５年２月２８日（約２ヶ月間） 

３ 成果 

（効果） 

①募集金額５０億円に対し、実績額は５４億５，１８７万円（計画対比１０９％）

契約件数は、３，３６７件となりました。 

②エコツアーについては、当日雨天のため中止しました。  

③埼玉県を始め管内行政へ寄付を行いました。（寄付の総額は、実績額の０．０５％

相当にあたる２７０万円です。） 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２５年度においても同様に募集を行い、販売額の一定割合を寄付する計画を

立てています。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 農業体験懸賞付定期積金    ＪＡ名 ＪＡいるま野（埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

農業体験を通じて農家と消費者を結ぶ場を設け、農業の大切さを地域住民の方々

に体感・認識して頂くとともに、昨年度契約した方にも農業体験募集を行い「農

業体験懸賞付定期積金」の目的を広く認識してもらい、地域農業振興の一助に資

するものとします。 

２ 概要 名称 ：「育て！希望の実」 

期間 ：３年（毎月１万円以上） 

金利 ：店頭表示金利＋０．０５％ 

募集期間：平成２５年１月４日～平成２５年２月２８日 

農業体験：じゃがいも掘り（平成２５年７月） 

     ゆず狩り（平成２５年１１月） 

粗品：ハーブの種付きしおり 

３ 成果 

（効果） 

①実績額：１４億８，２５６万円（給付契約金額ベース） 

②契約件数：１，２３４件 

③農業体験応募者：１２３人 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２５年度においても同様に募集を行うとともに、新たな農業体験を計画して

います。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 子育て応援定期貯金・定期積金    ＪＡ名 ＪＡほくさい（埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域金融機関として、お子様の未来と共に、子育て家庭を応援することを目的と

して取扱い致しております。 

２ 概要 「子育て応援定期貯金・定期積金」 

ご利用いただける方：中学生までのお子様を子育てされている方又は妊娠中の方

で、埼玉県の子育て家庭への優待制度である「パパ・ママ

応援ショップ」優待カードを所有されている方（店頭にて

提示が必要となります） 

定期貯金(自動継続)：ｽｰﾊﾟｰ定期（1年） 店頭表示金利＋0.1%（当初 1年間のみ）

定期積金(自動振替)：3年未満          店頭表示金利＋0.2% 

：3 年以上          店頭表示金利＋0.3% 

３ 成果 

（効果） 

平成 24 年度実績 

 契約件数 契約額 

定 期 貯 金 26 件 17,117（千円） 

定 期 積 金 42 件 25,674（千円） 
 

４ 今後の

予定（課題） 

平成 25 年度（平成 25 年 4 月 1 日（月）～平成 26 年 3 月 31 日（月））も引き続き

応援致します。 

 

期 間 ： 平 成 2 5 年 ４ 月 １ 日 （ 月 ） ～ 平 成 2 6 年 ３ 月 ３ １ 日 （ 月 ）  

 

Ｊ Ａ ほ く さ い は  

お 子 様 の 未 来 を 応 援 し て い ま す 。  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 定 期 貯 金 （ 自 動 継 続 ）  定 期 積 金 ( 自 動 振 替 )  

ご 契 約 の 際 、  

パ パ ・ マ マ 応 援 シ ョ ッ プ 優 待 カ ー ド  

の 提 示 が 必 要 と な り ま す 。  

Ｊ Ａ ほ く さ い  

詳 し く は お 近 く の 支 店 窓 口 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

子 育 て 応 援  

定 期 貯 金 ・ 定 期 積 金  

発 売 中 !
● ご 利 用 い た だ け る 方  

中 学 生 ま で の お 子 様 を 子 育 て さ れ て い る 方 、 又 は 妊 娠 中 の 方  

ス ー パ ー 定 期 （ １ 年 ）  

店 頭 表 示 金 利 ＋ ０ ． １ ％  
（ 上 乗 せ 金 利 は 当 初 の １ 年 間 と な り ま す 。 ）  

●  ３ 年 未 満  

店 頭 表 示 金 利 ＋ ０ ． ２ ％  

●  ３ 年 以 上  

店 頭 表 示 金 利 ＋ ０ ． ３ ％  
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 子育て応援定期積金       ＪＡ名 ＪＡ埼玉中央 （埼玉県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域金融機関として、子育て家庭を応援することを目的として取扱いしています。

２ 概要 １８才未満のお子様を１人以上養育されている扶養者で、かつその扶養者とお子

様の住所が同一である方、又は、パパ・ママ応援ショップ優待カードをお持ちの

方に限ります。 

保険証、住民票、母子手帳等でお子様の年齢、人数を確認させていただきます。

 

お子様１人以上の場合 ＋０．１％ 金利上乗せ 

お子様２人以上の場合 ＋０．２％ 金利上乗せ 

お子様３人以上の場合 ＋０．３％ 金利上乗せ 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度取扱実績 

契約件数     １４ 件 

契約金額 １３，６９３ 千円 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２５年度も引き続き取り扱いをしており、子育て家庭を応援しています。 
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                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 子育て支援への取り組み       ＪＡ名 ＪＡ世田谷目黒（東京都） 

１ 動機 

（経緯） 

現在の少子化社会を踏まえ、組合員等が子育てをして行く上で、自己住宅の取得

資金や教育費の支払資金を低利で融資することをもって家計に優しく安心して子

育てができる環境を地域金融機関として応援するため、平成２２年３月より取り

扱いを始めました。 

 

２ 概要 ＪＡ東京統一ローン基準金利に適用される住宅ローンのうち商品名『ずっと一律

軽減型』『はじめに大きな軽減型』のいずれかの固定金利タイプを適用対象とし、

子供の人数によって軽減します。（最大－０．３％） 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度は３件８，４００万円のご融資を実行しました。 

お子様のいる家庭では生活費や教育費もかかるので、子供の人数により 

金利が軽減される仕組みは、とても好評をいただいております。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

組合員との相談業務を中心に業務展開している当ＪＡの基本方針のもと、 

今後の金利動向を注視しながら、当面は継続して多くの方にご利用して 

いただきたいと考えます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 子育て応援定期積金 みらい夢計画  ＪＡ名 ＪＡ東京みらい（東京都） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ東京みらいは、子育てを頑張っている地域のご家庭を応援するため金利を上

乗せした商品、子育て応援定期積金「みらい夢計画」の取組を致しております。

さらに、ご契約いただいた方にはＪＡ東京みらいの「新鮮館」にてご利用いただ

ける野菜引換券を差し上げており、地域で採れた新鮮な野菜を身近に感じていた

だけるようにしています。 

 

２ 概要 ご利用いただける方 ・中学生以下のお子様を養育されている保護者 

          ・現在妊娠中の方、またはその配偶者 

取扱期間      平成２４年４月２日～平成２５年３月２９日 

毎回掛込金額    ５千円以上 （世帯限度額：掛込総額３００万円以内） 

積立期間      ２年以上５年以内 

適用金利      店頭表示金利＋０．２％ 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年度３月末の実績 

契約件数    ２２４件 

給付契約金額  １３２，４７０千円 

４ 今後の

予定（課題） 

好評につき２５年度も取扱いを継続いたします。（平成２５年４月１日～平成２６

年３月３１日） 

また、本商品を多岐にわたってご利用いただけるように改正しました。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル：地域農業応援資金「耕しタイゾーさん」の創設 

 

ＪＡ名 福井県信連（福井県） 

１ 動機 

（経緯） 

 地域農業の振興と発展を目指し、農業者等の経営安定や規模拡大・生産性向上

などを一層推進することに必要な融資を行うことを目的として、この資金を創設

しました。 

２ 概要 貸出対象者：組合員、組合員の組織する団体、法人 

貸出限度額：事業費の 100％以内かつ 5,000 万円以内 

貸出期間 ：25 年以内または減価償却耐用年数のいずれか低い方 

資金使途 ：①設備資金（農地取得・造成・改良、農機具の購入、施設等建設）

②運転資金 

金利   ：ＪＡ所定の利率 

保証人  ：原則、福井県農業信用基金協会の保証 

担保   ：必要に応じ徴求 

３ 成果 

（効果） 

チラシ・ポスターを作成、統一キャラクター「耕しタイゾーさん」を設定し、

ＰＲを行っております。 

 平成 25 年 1 月より取扱いを開始し、5 月末で 32 件、95,800 千円の実績があり

ます。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後とも農業者の相談・推進活動に努め、ＰＲを行い、多くの組合員にご利用

いただきたい。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 平成 24 年度秋冬キャンペーン  ＪＡ名 長野県ＪＡバンク（長野県） 

１ 動機 

（経緯） 

「地産地消」や「地域に根ざしたＪＡバンク」をテーマに、「ＪＡらしさ」を追求

した取り組みとして、平成 24 年度県下統一秋冬キャンペーンにおいて、長野県産

農畜産物等を景品とした懸賞品付定期貯金「Slow 風土」（スローフード）を発売

しました。（平成 21 年度から取組中。） 

２ 概要 キャンペーン名：長野県ＪＡバンク 秋冬キャンペーン 2012 

商品名：懸賞品付定期貯金「Slow 風土」 

キャンペーン期間：平成 24 年 10 月 1 日～12 月 28 日 

商品概要： 

・預入期間１年以上のスーパー定期貯金、大口定期貯金 

・20 万円を一口として抽選券を付与し、抽選により、「信州の特産品」および「東

北の「うめぇ」ものをプレゼントいたします。 

・期間中ご契約いただいた方に、「ちょきんぎょトラクター（玩具）」か「ちょき

んぎょバスマット」をプレゼントいたします。また、東北五大祭のうちから二

大祭を巡る、バスツアーへ参加いただけます。参加者の方には、「ツアー代金 5％

引き」「東北地方のお土産のプレゼント」をいたします。（ツアーは平成 25 年 8

月実施予定）。 

 

３ 成果 

（効果） 

県下で 364 億円のお申し込み実績があり、大変好評を頂いているため、今後も継

続していく予定です。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

アンケート調査でいただいたご意見等を反映し、さらに身近にＪＡバンク、ＪＡ

らしさを感じていただける商品として、引き続き実施していく予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 市民女子サッカークラブ『伊賀ＦＣくノ一』応援企画   

ＪＡ名 ＪＡ伊賀北部（三重県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域の女子サッカークラブである伊賀ＦＣくノ一の活動をサポートし、地域に暮

らす子供たちにサッカーを通じた夢を与え、地域の活性化を図る。 

 

２ 概要 伊賀米の伊賀ＦＣくノ一ブランドの商品開発を行い、地元開催試合の会場や市場

を中心に販売しました。 

また、信用事業においては、伊賀ＦＣくノ一応援定期積金「情熱！応援団」を発

売し、契約者には抽選で選手の直筆サイン入りのレプリカユニフォームなどの応

援グッズのプレゼントを実施しました。 

その他、飲料水の自動販売機に伊賀ＦＣくノ一バージョンを設定し、伊賀ＦＣく

ノ一応援プロジェクトによる収益の一部を活動費として寄贈しました。 

 

３ 成果 

（効果） 

ＪＡが市民クラブである伊賀ＦＣくノ一を応援することにより、地域の子供から

お年寄りまで年齢を超えて、一緒に地域を盛り上げる有意義な活動となりました。

当活動によりＪＡのイメージアップ、伊賀ＦＣくノ一の観客動員数増加と相乗効

果が生まれ、地域に密着した金融機関であることをアピールすることが出来まし

た。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も地域と一体的に資金クラブである伊賀ＦＣくノ一を応援していきたいと考

えています。 

 

 

  

 

104



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル「農業体験付貯金(じゃがいもオーナー貯金)」 ＪＡ名 ＪＡ加古川市南（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域密着型金融機関かつＪＡらしさをＰＲする企画として，組合員や次世代を

担う若年層，子供たちを対象とし，農業体験を通じ「農業のあり方」・「食のあり

方」を楽しみながら理解していただく事を目的として開発しました。 

２ 概要 平成２１年のスウィートコーン収穫体験を第１弾として今回が農業体験付貯金

の第４弾です。 

 農業体験付貯金とは，貯金契約をしていただいた顧客に家族ぐるみで農作物(今

回はじゃがいも)の植付・収穫を体験してもらう商品です。 

 作付地は，有志の組合員農家の農地を利用，日常の管理は経済部が行います。

植付・収穫当日は，ＪＡ職員が参加者とともに農作業を行いふれあいの場とし

ています。 

 今回は，約５０名の参加をいただき，たくさんのじゃがいもを収穫しました。

 収穫したじゃがいもは，お土産としてお持ち帰りいただくほか，別畝で収穫し

たじゃがいもを職員がその場で調理し，試食していただいています。 

３ 成果 

（効果） 

農業体験付貯金は，金融共済部と経済部が共同企画し，第１回（平成２１年）

のスウィートコーン収穫体験以降，毎回，契約者の皆様には好評をいただいてお

ります。 

 毎回，契約していただく「固定客」もでき，この企画を通じ，ＪＡらしさをＰ

Ｒでき，子供たちにも「農業のあり方」を楽しみながら実感していただいていま

す。 

４ 今後の

予定（課題） 

総合事業の強みを発揮し，地域１番の金融機関を目指して，ＪＡをもっと身近

に感じていただけるような活動・取組みを企画・実施していきます。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 個人定期積金「野菜倶楽部」の販売   ＪＡ名 ＪＡ兵庫西 （兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡとして総合事業の付加価値を創造し、組合員・地域の利用者との深耕を深

めるとともに、食の「安心・安全」、「地産地消」といった消費者ニーズに応える

ため、当ＪＡ直営店「旬彩蔵」での野菜引換券付き定期積金を、平成 24 年 4 月 2

日（月）～平成 24 年 6 月 29 日（金）、平成 24 年 10 月 1 日（月）～平成 24 年 12

月 28 日（金）の間、各限定 1,000 口座ずつ募集しました。 

 

 

 

 

 

２ 概要 ・対象者       個人 

・給付契約額、期間  36,000 円以上、1 年以上 5年以下 

・野菜引き換え期間  平成 24 年  5 月 1 日（火）～7月 31 日（火） 

           平成 24 年 11 月 1 日（木）～平成 25 年 1 月 31 日（木）

・引き換え商品    該当時期における販売野菜 2 品目 

 

 

３ 成果 

（効果） 

多くの契約者のご好評いただき、販売期間終了を待たずして完売しました。 

契約件数  1,000 件 

給付契約額 212,406 千円 

 

 地域農業とＪＡの取組みへの利用者の理解が深まり、「旬彩蔵」のＰＲと新規取

引者の開拓に繋がりました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 好評につき、25 年度も販売を実施予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 生産物出荷者限定個人定期積金「ほほえみがえし」の販売  

ＪＡ名 ＪＡ兵庫西 （兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

当ＪＡ直営店「旬彩蔵」出荷者及び出荷予定者に向け、より一層の取引深耕と

絆の強化を図るため、平成 24 年 4 月 2日（月）～平成 24 年 6 月 29 日（金）の間、

限定 1,000 口座を募集しました。 

 

 

 

 

 

２ 概要 ・対象者       個人で当ＪＡ直営店「旬彩蔵」の出荷者及び出荷予定者

・給付契約額、期間  36,000 円以上、1 年以上 5年以下 

・契約記念品     ビニール手袋 

 

 

３ 成果 

（効果） 

多くの契約者にご好評いただきました。 

契約件数  906 件 

給付契約額 191,901 千円 

 

 ＪＡの担当者と出荷者との絆をさらに深め、取引の拡大とＪＡのイメージアッ

プを図りました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 組合員のニーズに応えるべく、更なる商品開発を目指します。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 「黒田官兵衛定期貯金」の販売とそれに伴う寄付金贈呈について    

ＪＡ名 ＪＡ兵庫西（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

 当ＪＡ管内ゆかりの武将「黒田官兵衛」の大河ドラマ決定をＰＲするとともに、

管内にある世界文化遺産、姫路城の改修工事に伴う寄付金を募集するため、平成

24 年 11 月 12 日（月）～平成 24 年 11 月 30 日（金）の間、預入総額 200 億円限

定で募集しました。 

 

 

 

２ 概要 ・対象者    個人 

・預入期間   6 ヶ月 

・金利     年 0.40% 

・寄付金概要  預入総額の 0.025%相当額を当ＪＡから姫路城の改修工事費用と

して寄付する（契約者負担はなし） 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

 多くの方にご好評をいただき、販売を終了いたしました。 

預入総額  153 億円 

 寄付金総額 3,831,700 円 

 寄付先   姫路市 

  

 定期貯金契約者とともに地域貢献を果たし、ＪＡのイメージアップを図りまし

た。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後も地域活性化のため、「黒田官兵衛」をモチーフにした商品を販売する予定

です。 

 

 

 

 

108



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル「ふぁ～みん食農教育支援金」       ＪＡ名 ＪＡ兵庫南（兵庫県） 

１ 動機 

（経緯） 

 ＪＡ兵庫南では，平成 22 年から，食と農の理解を深めてもらうとともに，世代

間交流を促し『地域活性化』を図ることを狙いに「ふぁ～みん食農教育支援金」

地業を行っています。 

支援金は，環境保全対策の一環として，直売所のレジ袋の廃止により達成でき

たコスト削減結果と，教育資金の一部を加えることでまかなっています。 

２ 概要 地域において食農教育活動に取り組む団体を応援します。 

地域の各団体等が，幼稚園等に出向き，園児・父兄とともに芋掘り体験をする

等の食農教育活動の経費を「ふぁ～みん食農教育支援金」により助成しています。

【交付基準】 

1・対象団体 

 ①JA 兵庫南管内に所在する学校（保育園・幼稚園・小学校・中学校） 

 ②上記管内に該当する地域の団体（自治会・老人会・子ども会・女性会・農業団体など） 

 ③本支援金からの支援の必要性がないものや営利を目的とする団体の活動は対象外となりま

す。 

2・対象活動 

① 農業体験（植付け・収穫） 

② 地元食材を使った料理教室・コンテスト 

③ 食農に関する講演会 

④ その他，この支援金を支払うに相応しいと審査会において認定された活動 

3・支援金額と支援対象範囲 

① 1 事業に対する支援金は，総事業費の 1/2 以内とし 5万円を限度とします。 

② 支援対象範囲は資材費・講師謝礼金・印刷費・通信運搬費・会議費など 

③ JA 兵庫南の食農教育支援金以外から活動支援金を受けられる場合は申請できません。  

３ 成果 

（効果） 

 平成 24 年度は 42 団体，延べ約 16,000 名の参加がありました。 

それぞれの活動の中で世代間交流が促せ，地域活性化につながりました。その波

及効果は大きく，コストパフォーマンスが高いといえます。 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成 25 年度も同内容で実施いたします。既に 46 団体から申請があり年々増え

ています。 

食農教育支援金制度の更なる広報をおこない，利用件数を拡大します。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク和歌山の「ピンクリボン運動」      

ＪＡ名  ＪＡバンク和歌山 （和歌山県） 

１ 動機 

（経緯） 

今後の取引基盤の中心となっていくヤング世代を中心に、ＪＡが地域に貢献し

社会的役割を果たす金融機関であることをＰＲし、更なるイメージアップを図る

ことを目的に実施しました。 

２ 概要 ２０歳以上３９歳までの女性を対象とし、定期積金（毎月積立額一定額以上）

の契約がある顧客に乳がんの検診を受けていただくにあたって、ＪＡが１名あた

りの検診費用４，５００円（税別）を上限として（金額は各ＪＡで設定）助成を

行うものです。 

 

検診日時は平成２４年１１月から１２月の土曜・日曜日／８：３０～１２：３

０でＪＡ毎に設定しました。 

３ 成果 

（効果） 

店頭に乳がんセルフチェック法を記載した「リーフレット」を常備し、検診申

込者だけでなく、興味を持った来店者に配布し、ピンクリボン運動を通じて、Ｊ

Ａバンクが地域密着型の金融機関であることのアピールができました。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

２５年度も継続実施の予定です。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル ＪＡバンク和歌山の「子育て応援定期・定積」    

 ＪＡ名  ＪＡバンク和歌山 （和歌山県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域に密着した金融機関として、子育て世代を応援することを目的に取り扱って

おります。 

 

 

２ 概要 子育て応援定期貯金（すくすく） 

18 歳以下のお子様を養育されている方（同一世帯） 

店頭表示金利に年 0.2％×18 歳以下のお子様の人数を上乗せ 

 

子育て応援定期積金（わんぱく） 

18 歳以下のお子様を養育されている方（同一世帯） 

店頭表示金利に年 0.2％を上乗せ 

 

３ 成果 

（効果） 

平成 24 年度実績 

 25 年 3 月末契約件数 25 年 3 月末残高 

すくすく 12,999 件 12,447 百万円 

わんぱく 11,819 件 2,750 百万円  
４ 今後の

予定（課題） 

 

お客さまからも大変ご好評いただいていることから、平成 25 年度も引き続き取扱

いたします。 
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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル  新エコ割           ＪＡ名 ＪＡバンク香川（香川県） 

１ 動機 

（経緯） 

地域金融機関の競争激化により、県下ＪＡの信用事業を取りまく環境が一層厳

しくなるなか、収益基盤の拡充策の１つとしてＪＡバンクローン伸長に取組むた

め、地球温暖化防止に向けての社会貢献事業として政府が掲げる「住宅版エコポ

イント制度を活用し、「エコ割」を平成２２年４月に開始しましたが、エコポイン

トのの工事対象期限の終了（平成２３年７月３１日）に伴い、「エコ割」から「新

エコ割」に名称を変更しました。 

 「エコ割」の対象者はエコポイントが確認できる方でしたが、「新エコ割」の対

象者は次の住宅を新築・改築した方としました。 

 ○オール電化住宅 

 ○ガス省エネ住宅 

 ○太陽光発電住宅 

 ○長期優良住宅 

 

 

２ 概要 上記に該当する住宅を平成２６年２月２８日までに着手または着工し、ＪＡ住宅

ローン等の新規借入申込者に対して金利軽減対応を行うＪＡを対象に、信連が利

子補給を行う仕組みです。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年３月から平成２５年２月までの住宅ローン新規実行は２０４件、エコ

割の申請は１５０件となりました。 

 

 

４ 今後の

予定 

ご利用者に好評を頂いており、継続して取扱いを行っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

112



                地域密着型金融の取組事例 2013 年 11 月 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル みやざき農商工連携応援ファンドへの融資     

ＪＡ名 ＪＡ宮崎信連（宮崎県） 

１ 動機 

（経緯） 

本県の中小企業者と農林漁業者が連携し、商品開発・販路開拓・技術開発・人

材育成等の農商工連携の取り組みを支援する目的で創設する基金（債券運用する

資金（原資））の借入申し込みがあり、本県経済の活性化及び農林漁業者の支援に

つながっていくと思われること、宮崎県全体としての取り組みの中で、系統金融

機関として地域活性化に貢献できると判断して応需したものです。 

２ 概要 基金の管理運営法人である宮崎県産業振興機構は、独立行政法人中小企業基盤

整備機構・宮崎県・宮崎銀行・宮崎太陽銀行・本会から調達した資金により地方

債で運用を行い、運用益により助成事業等へ充てています。 

当財団の基本的な運営方針は次のとおりです。 

・ 本県の基幹産業である農林水産業と中小企業との連携による研究開発・商品

開発・販路開拓等の取り組みを支援することにより、地域経済の活性化を図

ります。 

・ 農林漁業者と中小企業の連携がなされることにより本県の農林水産業の生産

拡大や高付加価値化・ブランド化の推進に寄与・注力します。 

・ 燃料価格高騰などにより、農林漁業だけではなく産業全般にわたり、先行き

に不透明感・不安感が広がっている中で、本県の農林漁業や中小企業の支援

にも積極的に取り組みます。 

３ 成果 

（効果） 

・ 平成２１年度より助成事業の公募が開始され、平成２４年度末時点で第８回 

までの公募が終了し、計５７件の事業が助成事業として採択されています。 

４ 今後の

予定（課題） 

・ 地域活性化に貢献する取組みとして非常に有意義であり，今後も継続して官民

連携した取組みを行っていきたいです。 

 

  

農商工連携 

応援ﾌｧﾝﾄﾞ 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（表） 
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農商工連携 

応援ﾌｧﾝﾄﾞ 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（裏） 
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